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日本国際生命科学協会 (InternationalLife Sciences 

Institute of Japan, ILSI JAPAN）は、健康、栄養

および食品関連の安全性に関係する諸問題を解決す

るため、政府機関、学術機関および産業界の国際的

な協力体制のもとで、科学的な観点から調査研究を

推進するために設立された非営利の科学団体である

国際生命科学協会 (InternationalLife Sciences 

Institute; ILSI) の一部門として日本を中心に活動

している非営利の科学団体です。
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1994年 ILSI本部総会に出席して

東北大学名誉教授・昭和女子大学大学院教授

日本国際生命科学協会副会長

木村修一

1 .はじめに

アメリカに着いた翌朝は、ロスアンゼJレス

地震のニュースで、時差の眠気を覚まされま

した。途中立ち寄った、スーパーボウルで熱

くなっ ている南部の都市アトランタ市でも、

マイナス17℃という寒さに見舞われ、生々し

い地震の被害と大寒波の襲来で全米が凍って

しまいそう な寒い風景のテレビの映像がまだ

脳裏に焼き付いています。

こんな状況の中からILSI本部総会の開催地

ナッソ ウ市に乗り込んだせいか、その明るい

太陽と エメラルド色のカリプ海が、とてもの

どかな楽園に感じられ、今になって、もう少

し楽しんでくれば良かったと、悔やみながら

も、いろいろなことが懐かしく思い出されま

す。

さて、今年のILSI本部総会は 1月21日から

27日までの会期でしたが、出席した国が25カ

国で、出席者が250人 （事務局その他関係者

全員で360人）という盛況で、 WHOのブジナ

博士、ノ ーベル賞受賞者のブロック教授の顔

も見えるなど、まさにNGOとしての実績が

にじみでている会議という印象を強く感じた

次第でした。

本大会への出席は角田会長の代理という任

務もあり ましたので、ここに簡単な報告を申

し上げます。

2 . ILSI本部総会へ出席するに Bあたっての

我々の重点課題

今回の本部総会出席にあたっての重点課題

は、第 2回「栄養とエイジング」国際会議の

開催と、 「ILSI奈良セミナーJの第2シリ ー

ズを開始、そして、 ILSI-NF傘下の「エイジ

ング研究所Jを日本に設立という 3つの課題

を大会で認識してもらうこと、そしてそのた

めの基礎固めをするということでした。 「奈

良セミナ－Jについてはすでに小西先生など

の努力により、基礎固めができているので、

他の二つに重点をしぼり ました。

「栄養とエイジングj国際会議については、
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SHUICHI KIMURA, Ph. D. 

Professor of Showa Women’s University 

Professor Emeritus of Tohoku University 

Vice President, ILSI JAPAN 
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日本の原案に対する本部の考え方ならびにス

ピーカー候補者などを打診すること、そして

研究所設立については、本部のパックアップ

を得たいので、その了解を取りたいというの

が私たちの偽らざる気持ちでした。したがっ

て、 BranchMeetingで、あるいは Malaspina会

長との話合いなどで、協力を要請することに

力を注ぎました。

結論から言えば、ほぼ我々の考えていたこ

とを、原則的には認めてもらづたと言えると

思います。しかし、これを推進していくため

には、さまざまな課題があることも事実です。

3.第2回「栄養とエイジングj国際会議に

ついて

Malaspina会長をはじめとして、 Nutrition

Reviewsの編集長である Rosenberg博士（前頁

写真）ならびに ILSI-NFのHumanNutrition研

究所長の Harris博士などとの意見交換は非常

に有意義なものであったと思っています。

その主な要点を挙げると、く l＞期間は2

日よりは3日がよいのではないか、とくに外

国から参加する者にとっては 2日というのは

もったいない感じがする。く~＞ポスター・

セッションを設けた方がよいのではないか、

その方が参加しやすい人たちがいる。く 3>

「運動と栄養Jを積極的に取り入れて欲しい。

く4>Antioxidantsも取り上げて欲しい。く

5＞発展途上国からの参加を助長できるよう

に考えて欲しい。く 6＞パネル・デイスカッ

ションを組んだらどうか、例えば、日本は長

寿国になったが、その理由を一人の講演で済

ますのではなく、多くの国のスピーカーが参

加してデイスカッションをしたら面白いので

はないか、などなどです。この一部は私たち

の考えていたことでもあり、またよい意見で

もあるので、これらの意見を充分反映させな

がら組織委員会で検討していぐべきだと考え

ているところです。

己

4. 「エイジング研究所J設立に関する件

本部としては、原則的には認めており、興

味をもっていることは確かです。ただし、

ILSIの活動が世界的に伸びつつあり、支部や

連絡所なども増える中で、活動がますます広

がりつつあるので、経済的な面からすれば、

少し時聞が欲しいといった気持ちがあるよう

に見受けられました。しかし、研究所設立に

関しては、 BranchMeetingの席でも、 「エイ

ジング研究所jの日本への設立に関しては、

Malaspina会長自ら支持する発言をしており、

我々としては、着実にこれを実現することに

着手する必要があろうと思います。なお、日

本における法人化の手続きは外国と異なるの

で、この点を本部に充分わかってもらう必要

のあることを感じました。

5 .おわりに

日本以外の支部の活動をみると、支部間で

は大きな隔たりがあり、我々の活動を振り返

ってみるよい機会でした。日本の活動は全体

からみればもちろん上位ですし、一つ一つが

吟味されていて質が高い感じがします。日本

は力を持っていると思うのです。しかしアメ

リカの活動などをみると、そのスケールの大

きさとバイタリティーには圧倒されます。活

動する人の層の厚さだと思います。

今回は日本からの参加者が多く、国毎の報

告の時に日本のメンバーが勢ぞろいして着た

「ILSIJAPANJ名入りの「はっぴjは好評

でしたし、懇親会での川崎氏（キリンピール

（株））の舞台上でのパフォーマンスも世界

に通用するものでした。

会期中ご教授いただいた十河副会長の特技

なども紹介したいのですが頁数の関係で省略

させていただきます。

来年はもっと多くの参加者があればと願っ

ています。

なお、私は日本の学会の関係で25日の早朝

に、ナッソウを出発して帰国の途についたの

で、 25日以後の行事については、他の報告に

譲りたいと思います。

/LSI.イルシー （No.38)94.3 
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I LSI本部総会報告

福富文武

杉田芳久

安藤進

1994年度の ILSI本部の総会は、 1994年1月

21日から27日まで、バハマの首都ナッソー市

のラジソン・ケーブルビーチ・ホテルのコン

ペンション・ホールで開催された。

今回の総会には、総勢350名という過去最

多の参加者が集い、日本からもこれまでの最

多、 10名が参加した。

日本からの参加者 ：

木村修一 （昭和女子大学）

十河幸夫 （雪印乳業）

杉田芳久 （味の素）

森本圭一 （キリンビール）

川崎正人（キリンビール）

岩崎泰介（雪印乳業）

安 藤 進 （山崎製パン）

木 村 毅 （米国味の素）

桐村二郎 （正SIJAPAN)

福冨文武（ILSIJAPAN) 

会場として昨年に引き続いてラジソン・ケ

ープルビーチ・ホテルが選ばれたのは、この

季節に天候の心配がなく、 また閑散期におけ

る宿泊等の割引条件で、経済的にも有利な理

由に よるものでる。今総会の期間には、米国

では、ロスアンジェルス大地震の余波、全米

ILSI International 
Annual Meeting Repoパ
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川崎正人

岩崎泰介

を覆った寒波襲来と天災が重なり、米国から

の参加者は一日でも長く会場に留まりたい気

持ちで一杯のようであった。

会議の日程：

1月21日 （金）

22日 （土）

23日 （日）

24日 （月）

ILSI支部連絡会（一日）

ILSI役員会（一日）

WHO/FAO調整委員会

（午前）

ILSI総会 （午後）

学術セ ッシ ョン／抗酸化物

質 （午前）

RSI総会 （午後）

学術セ ッシ ョン／リスクア

セスメント （夕方）

25日 （火） 学術セッシ ョン／食品の安

全性（午前）

国 SI総会 （午後）

26日 （水） 学術セッシ ョン／食品アレ

jレギー；バイオテクノロジ

ー （一日）

以上のほかに RSI, HESI, Research Foun-

dation，各Institutesの役員会、選考会、編集

なども組み込まれ、 早朝から夜遅くまで実に

多くの会合が行われた。

FUMITAKE FUKUTOMI 
YOSHトHISASUGITA 
SUSUMU ANDO 
MASATO KAWASAKI 
TAISUKE IWASAKI 

己
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ここでは正SIJAPANに関わる各種会合な

らびに学術セッション （ScientificProgram) 

の内容を、出席者の分担によ り報告する。

1 . ILSI本部総会

…ILSI JAPAN事務局次長福冨文武

1 ）会長の年次報告

A. マラスピーナ会長から、 ILSIはその事

業の規模ならびに範囲をさらに拡大しており、

国連およびその関連機関の様々の事業、各種

行政機関の施策、学術団体の様々の計画、等

に深く関わり、正SIの「より安全でより健康

な世界をめざしてjの目的に沿った活動を継

続していること、また中南米、中近東、東欧

地域からも正SI支部あるいは連絡事務所を設

置したいとの声があり、その準備を続けてい

るとの報告があった。

ILSIの年間予算は、全世界で1,100万ドル

（約12億円）に上り 、基礎研究への助成、国

際会議の開催、各種出版物の刊行で他に例を

みないほどの事業活動が行われている。

研究財団の傘下にある各研究所も それぞれ

実りある成果を上げている。第5番目 （最後）

の研究所として、日本にエイジング研究所の

Lム

設置を認める。

ILSIの事業活動の結果としてもたらされる

数多くの研究報告や講演録については、広く

配布するため、正SI出版局（Press）に集約し

ている。従来、外部の出版社に委託していた

ものも、 ILSI出版局が扱うようになった。

教育・訓練プログラムも、病理組織セミナ

一、 リスク・アセスメント・セミナ一、 栄養

教育など盛り沢山のものを実行している。

ILSIはまさに産・ 官 ・学のそれぞれがもっ

ている能力と実力をフルに発揮し得るダイア

ログの役目を果たしている。国際的な友好関

係の高まり、また施策面でのハーモニゼーシ

ョンの推進の中で、 ILSIはますますその役割

を問われることになる。

各支部および会員の一層の支援を期待する

との要請があった。

2）組織と役員

1994年l月における ILSIの組織は図 lの通

りである。各地に支部や連絡事務所が設置さ

れており、中米、東欧、中近東、アフリカ地

区にもその動きがある。

本部役員の改選が行われ、 32名の理事が承

認された。

/LSI.イJレシー （No.38)94.3 
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日本からは次の3氏が選任されている。

林裕造（国立衛生試験所）

杉田芳久（味の素）

十河幸夫 （雪印乳業）

3）国際機関との関わり

ILSIに対する国際機関ならびに各国政府の

期待は多大である。1992年には地球サミット

および国際栄養会議 （いずれも国連のピッ

グ・プロジェクト）に NGOとして科学の面

での協力を行った。特にFAOならびにWHO

への協力体制のーっとしてジュネーブの

WHO内にILSIオフィスを設け、担当に L.

ブジナ博士を任命している。

1993年以降の活動として以下が行われている。

( 1 ）地球サミットのアジ、エンダのフォロー・

アップとして、水質、環境保全に関わ

る基礎研究の推進（RSI, HESI）。

( 2 ）国際栄養会議のフォロー・アップとし

支部名 所在地

アルゼンチン ヴェノス・アイレス
オーストラシア シドニー

ての科学活動の推進 （HNI，各支部） 。

( 3) FAO/WHO専門家会議

1 ) 「油脂の栄養」への参画

2）「ダイエッタリー・ガイドライン」

への参画

3) 「炭水化物」への参画

( 4) FAO/WHO国際食槻格計画（Codex

Alimentarius Commission）への参画。

( 5) WHO国際がん研究機関（IARC）への

参加、協力 （PTI）。

1 ）腫蕩分類の国際統一

2）各種毒性試験ガイドラインの策定

( 6 ）国際化学物質安全性計画 （IPCS）へ

の参加と協力 （RSI, HESI) 

4）支部の事業活動

1994年1月における ILSI支部の現況は以下

の通りである。

1994年に支部設置に向けて準備が進められ

会員数 会長

8 J.C. Lopez恥1usi
12 C. Roberts 

ブラジル リオ・デ・ジャネイロ 11 J.A. Bordignon 
ヨーロツノて ブルッセル 53 L. Ernster 
日本 東京 65 T. Tsunoda 
メキシコ メキシコ・シテ ィ 13 E.R. Mendez 
北米 ワシントンD. C. 50 A. Malaspina 
東南アジア シンガポール 20 G. Robertson 
東南アジア ノてンコック 8 G. Robertson 
中国連絡事務所 北京 (9) ( C. Chunming) 
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ているところは、コスタリカ、チリ、エジプ ( 2 ）オース トラシア （オース トラリアおよ

ト、台湾、韓国、ポーランド （連絡事務所） ぴニュージーランド）

であり、さらに、東欧、アフリカにおいても この地区における人々の健康に関わ

設立へ向けての動きがある。 るトピックとして、ビタミンとRDA、

いわゆるシニア支部 （北米、ヨーロッパ、 子供の栄養、栄養政策、機能性食品、

オーストラシア、日本）においては、研究委 食品工業と水、についてシンポジウム、

員会を設置し、様々な課題についての調査研 ワークショップ、講演会を開催した口

究が行われており、成果についての報告会 今後の課題として、健康協調表示、

（シンポジウム、ワークショップ、講演会等） 水質、残留農薬、子供の健康、リス

や出版（報告書、講演録、モノグラフ、ブツ ク・アセスメントが挙げられる。

クレット等）が行われている。 ( 3 ）ブラジル

新しい支部においては、むしろ、各種のワ 関心の高いトピック、食生活とがん、

ークショップ、 学術会議、国際会議講演会の 食品添加物、食生活と慢性疾患、分析

開催を中心に活動しており、調査研究活動へ 技術と環境、毒性評価等についてのセ

の取り組みは今後の課題としている。 ミナ一、シンポジウムを開催した。

1993年の各支部における興味ある活動とし 本年も、食品添加物と汚染物質、容

ては次のものが挙げられる。 器包装の安全性、食物アレjレギ一、 産

( l ）アルゼンチン 業廃棄物の安全性アセスメン ト、廃水

南米市場共同体Mercosur（アルゼン 処理、農薬の安全・毒性試験法などを

チン、ブラジル、パラグァイ、ウルグ 取り上げる。

ァイが参加）に向けての食品産業のあ ( 4 ）ヨーロッパ

り方の検討の一環としてのシンポジウ ヨーロッパ支部は取り組むべき課題

ムやセミナーの開催；。 に応じて ScientificCommittee (S.C.) 

トピックとしては、食品の安全、水、 を編成し、その下に、数多くの Task

廃水処理、固形廃棄物等。 Forceを設けて活動している。
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l〕S.C.Nutrition 

アルコール、抗酸化物質、食用脂質、

中・東欧栄養計画、食物繊維、バイオ

テクノロジー食品、化学物質摂取、

“ライト （軽）”製品、栄養と運動、

口腔衛生、甘a味の各TaskForce 

2〕S.C.Toxicology 

ADI、乳化剤、 毒性試験法、毒性試験

における栄養、腸内細菌、摂取の変動、

電子レンジ、鉱物性炭化水素、天然毒、

新規食品、包装材の各TaskForce 

3〕S.C.Microbiology 

HACCP、リステリア菌、最少伝染量

の各TaskForce 

成果については ILSIモノグラフ・シ

リーズな らびに ILSIEurope資料集、

ブックレットとして刊行されている。

( 5 ) 日本

総会時配布資料の通り、かな りオー

ノTーオーJレに発表した。

( 6）北米

北米支部では課題ごとに Technical

Committee (T.C.）を設置し、 そのメ

ンバーが希望するところへ参加でき

る、しかし同時に事業活動への積極

的な参加と協力（資金的にも）が要

求されている。

T.C.については、抗酸化物質、アス

パlレテーム、乳化剤、カフェイン、

青少年の健康、食用色素、食行動、

バイオテクノロジー食品、主要栄養

素代替物、栄養とエイ ジング、口腔

衛生、プロポジション65、残留農薬、

サッカリンがあ り、さ らに全般のも

のを扱うべく食品・栄養・安全Task

Forceがあり、この下に、栄養政策、

脂肪酸の健康への影響、機能性食品、

果糖、微量元素等をイシューとする

Sub-Committeeがある。
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2. ILSI支部連絡会議

....・H ・・ILSIJAPAN事務局次長 福 冨 文武

且SIの各支部ならびに各種研究所の聞の連絡

を密にするために、 2月21日、支部連絡会議

が開催された。日本からは木村、十河両副会

長、桐村事務局長、杉田本部理事、福冨が参

加した。

この連絡会では、各支部の活動の現状が報

告されるとともに、本部と支部の協力体制の

確認、支部聞での連携のあり方が討論された。

また、各支部で取り組んでいる調査研究の重

複を避けるための交通整理の必要性も検討さ

れた。

一方、本部理事への代表の派遣について、

特に新しい支部からの要望が強く訴えられた

が、それぞれの事業活動の内容を鑑みて、ベ

ストな方策をとることとし、理事選出のあり

方を検討するタスク・フォースの検討を待つ

こととなった。

本部から支部に対する期待は、国際的な科

学団体としての ILSIのクオリティとクレジッ

トを高めるため、江SIの名称や出版物の取扱い、

事業活動の内容の中立性とレベル等への配慮

であり、支部の責任と義務が強調された。

ILSIの国際的なネットワークと科学における

ハーモニゼーションの推進を踏まえ、各支部

の役割が期待される中で、特に経済・貿易面

における世界の動向との関わりが述べられた。

すでに EC,ASEAN, NAFT Aあるいは Merco-

surなどの自由市場化の動きに合わせて、各種

の規格基準あるいは分析、試験、評価方法等

の標準化が進められている。

ILSIがこれらの標準化の決定のための科学情

報の提供者としての重責を問われることも多

く、それぞれの地区における支部の事業活動

が行われている。

日本支部においても内外の政策決定への基

礎となる情報提供者としての活躍が期待され

る。

また、新しい支部、特にアジア支部からは、

/LSI.イノルシ－ (No.38) 94.3 

シニア支部としての日本支部のリーダー・シ

ップを期待する声も高い。

ヨーロッパ支部からは、バイオテクノロジ

一、新規食品や機能性食品等について、共同

研究の可能性も間われた。

・FAQ/WHO協力委員会

正SIはPAOならびに WHOの各種の事業に対

し、 NGOとして積極的に協力しており、両機

関からも多大の期待を寄せられている。これ

に応えるため、ジュネーブの WHO本部内に

ILSI連絡事務所を置き、専任のコーデイネータ

ーとしてブジナ博士が駐在している。この正SI

連絡事務所の活動は米国を中心とする ILSI全

員で構成される PAO/WHO協力委員会による

支援によって維持されている。

PAOおよび WHOが国際機関であることから、

この委員会の会合（ 2月23日）に各支部の代

表も招かれた。

ブジナ博士から、 1993年における ILSIの協

力の状況が報告された。

1）油脂についての専門家会議

”F AO/WHO Recommendation on Fats and 

Oils in Human Nutrition，，がまとめられ、

公表された。

2) 1992年国際栄養会議のフォロー・アップ

3）国際化学物質安全性計画

4）国際食品規格計画

5）”Dietary Guideline Consultation for Preven-

tion of Chronic Diseases，，の準備

6）”ExpeロConsultationon Integration of Cun-

sum町 Interestin Food Control，，の準備

7）”WHO’s Oral Health Day”の準備

8）”Sport and Health for All by the Year 

2000”の準備

9）”Expert Consultation on Carbohydrates，，の

準備

なお、ブジナ博士の活動状況については毎

月の報告が本部経由で届けられており、本協

会会員にも配布されている通りである。

ι 
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3. ILSI出版局

……ILSI JAPAN事務局次長 福 冨 文武

ILSIの国際的な活動の中で、数多くの科学

情報が産生されている。これらの情報、研究

報告、講演録などについては、これまでは有

力な商業出版社に出版を委ねてきた。しかし、

ILSIの貴重な財産であるこれらの情報を一般

の人々が入手し易い価格と配布の方法でタイ

ムリーに刊行する必要性から、 ILSIPress 

（出版局）が設立された。

ILSI Pressの刊行物リストは折に触れて本

誌でも紹介されているが、産業界の技術関係

者はもちろん学界、行政機関の関係者にも広

く受け入れられている。

今後の出版については、原則として ILSI

Pressが行うこととしているが日本語のもの

についてもその体制を取り得るとしており、

その可能性について経済性を考癒して検討を

進めることとなろう 。

4. ILSI Board of Trustees／理事会

....・H ・・・ILSI本部理事 杉 田 芳久

（要約）

理事会報告ではILSIの大変な発展ぶりが紹

介された。 Branch,Focal Point の歯止め無しの

増加に対しては問題が提起された。研究資金

己

を提供する臨床試験の基準については討議の

末、問題が多いとして継続審議となった。募

金に関してコンサルタントが長時間 レクチヤ

ーを行った。各ブランチからは一人ずつ傍聴

が許された。

新理事に Drs.Winamo, Roberts (Australia, 

Chairman）、十河副会長が選ばれ、執行委員

（常任理事）として杉田が再任された。

（内容）

1 ）会長報告 （Dr.Malaspina) 

昨年度の活動報告で大変な発展ぶりが誇示

された。 “今回の参加 250人、中南米各国は

独立の Branchとし、今後チリ、コスタリカ、

東欧、韓国、アフリカにもILSIを作っていく

予定である。Human Nutrition Instituteが

USAIDから政府資金 800万Sを得た。FDA

Red Book Symposiumのイ也多くの会を聞いた。

日本の AgingInstituteについては厚生省が大

変興味を示しているがゆっくり進んでいる。

P AHO (Pan American Health Organization) , 

BIBRA, British Nutrition Foundation, IPCSな

ど各機関との協力も行っている。，，

Focal Pointの歯止め無しの増加に対して先

の支部ミーテイングで心配が表明されたが、

ここでも問題が提起された。研究資金を提供
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ここでも問題が提起された。研究資金を提供

する臨床試験基準については、案が事前に配

布されていなかったこともあり、討議の末、

問題が多いとして継続審議となってしまった。

2）専務理事報告（Dr.Hardy) 

Ms. Lopezは T.C.Jonesの仕事に移った。

Chinese Focal Pointは初めての中国・台湾・香

港の話し合いを行い、科学に基づいて食品法

の出nnonizationを進めることと成ったと紹介。

3) ILSI活動報告

各 Instituteから詳細報告があつた。

( 1 ) Branch Meeting (Ms. Coleman 

50人が参加して活発であつた。新し

い支部設置基準策定のためのタスクフ

ォースが作られ、杉田もメンバーとな

った。

( 2) Research Foundation (Ms. Weiss) 

( 3 ) Histopathology (Dr. Mohr) 

Dr. MohrはAm.Coll. Vet. Pathologyの

名誉会員12人の一人に選ばれた。

( 4 ) Risk Science Institute (Dr. Foran) 

35のプロポーザルの中から研究資金

提供するものを選んだ。動物実験での

最高投与量設定で米国だけがMTDを使

っている問題を討議にかけている。 Dr.

Henryはエネルギー省に入り、またワ

シントンに来る。メタアナリシスにつ

いても取り上げている。

( 5 ）田SI(Dr. Robinzon) 

水質問題、免疫毒性、動物実験の代

替法の開発などが最近のテーマである。

( 6 ) HNI (Dr. Ha凶s)

USAIDから Micronutrientsinterven-

ti on （微量栄養素強化）に関して$800 

万／ 5年がでることになった。ヨウ素、

鉄、ピタミンA強化の有効性、安全性

等を追究していく。葉酸、亜鉛などに

ついてもUNICEFと協力する。

( 7) FAO/WHO (Dr. Ohlson) 

世界栄養価会議でむき出しになった
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PINGO/BINGO問題がある。健全な科

学的議論を聞こうとしない Public 

interest NGOカfBusiness NGOと対・立し、

発展途上国の政府をたきつけて政府意

見を出させてしまう事が起こっている。

たとえばタヒチ政府の栄養目標として

出されたものはイギリス消費者運動家

の案をオーストラリアの活動家がロピ

ーし、入れさせた。

( 8 ) ILSI Press 

1994年には 6～ 9冊の本の出版を予

定している。 CD-ROMを使って Paper-

lessを図ることも考えている。 Com-

putor Networkを使って情報を流すよう

に持って行きたい。今でも本の注文を

Electronic Mailで受けているケースが

かなりある。

( 9) Membership 

ILSl-NA : + 9 -l = + 8, 
HESI : + 1 0 -2 = + 8干士が増加し

た。研究基金募集にコンサルタントの

知恵を借りた。

Campaign募金に関してコンサルタン

トが一時間も大レクチャーを展開して

しまい、審議時間を取ってしまったが、

議長の持っている問題の優先順位を表

しているようであった。

4）予算関係他

( 1 ）会計報告および来年度予算原案どうり

可決された。

( 2）研究資金を提供する臨床試験の基準に

ついては討議の末、問題が多いとして

継続審議となった。

( 3 ）臨床試験 LiabilityInsurance $ 1,000, 

000は可決された。

( 4 ) Nutrition Foundation, Inc.解散可決。

ず、っと前に吸収したNutritionFounda-

ti onが形の上で存続していたが、これ

を解散した。

( 5 ) Pension Plan 

ι 
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スタッフの年金の取り扱い先の統合可決。

( 6) Bylaws 

支部の増加に伴う規則の一部手直し提

案可決。

5）理事選出

十河幸夫副会長、林裕造先生が 1996年ま

での任期で選任された。

一年任期の理事として Dr.Winarno (CAC 

議長、インドネシア）、 Dr.Roberts (Aust-

ralia, Chairman）が選ばれた。

6）執行委員選出

杉田が10人の執行委員（常任理事）の一員

として再任された。

7）その他

次回年会：メキシコ、カンクーン

1995年1月20日～ 1月24日

5. Scientific Program 

+ 1 + Emerging Safety Issues 
...・H ・.....・H ・－－山崎製パン（株） 安藤 進

（内容）

食品と環境の安全性に関する当面の課題に関

し、 4つの講演があり、ゼネラル・ミルズ社

の毒性学術部長の Trautman博士とダウ・ケ

ミカル社の健康科学部長の Watanabe博士が

座長を務めた。

このセッションでは、データの取扱の問題

について議論が進んだ。

1 ）「大揚菌とリステリアに関する規制の展望」

演者は、フ口リダ大学の Douglas L. 

Archer博士で、現在の大腸菌とリステリア菌

についての規制の問題点に言及した。

大腸菌とリステリア菌は、常に規制の議論

の中心課題である。両者の菌に関しては、す

でに同じ規制はあるが、異なった問題点があ

る。リステリア菌は、低温菌で食品、環境に

広く分布している。生のまま、あるいは少し

手を加えられた生のまま食べる食品や、調理

ヒ

済み食品などでは、リステリア菌を除かねば

ならない。 1985年に起こったチーズと牛乳に

より死亡したケースはあった。しかし、リス

テリア菌による事故は、まれであり、死に到

ることは通常ないので、いわゆる「ゼロ・ト

レランス」規制は、企業に多大な負担を与え

不合理である。一旦決まった規制をもとに戻

したり、変更するのは大変難しい。実際、こ

のリステリア菌による感染に必要な菌数を決

めるのは、不可能であろう。

大腸菌についても同様の問題がある。この

菌は、感染力が強く、少量の菌数、おそらく

10個以下でも感染するであろう。特に子供と

老齢者が感染しやすく、その症状が重いため、

調理済み食品に存在することは、認められて

いない。大腸菌では、 「ゼロ・トレランスJ
は困難であり、費用もかかるが、到達可能で

あろう。

行政と食品企業は、大腸菌とリステリア菌

を100個／g以下の精度で定量する方法を見い

ださなければならない。疫学的な研究によっ

て真の感染量がわかるかも知れないが、この

問題の解決になるとは限らない。

これらの菌の汚染防止に放射線照射は、実

用的で利用できる防止方法である。しかし、

まず社会的に安全であるという認識を得るこ

とが必要である。

将来、疫学的に出来るだけ低いレベルでの

大腸菌とリステリア菌の感染濃度を決めるの

に、 HACCPは現在の手法の中では最もよい

であろう。食品業務に携わっている人たちは、

危険に対する認識を高め、 HACCPを有効に

利用し食品の安全性を保つ必要がある。

2) 「暴露評価jについて、ニュージャージ

ー医科歯科大学の PaulJ. Lioy博士が話をさ

れた。

環境汚染と人との関連を鑑定するために、

量的暴露評価が利用されてきた。その評価は、

リスク・アセスメント、疫学、介入試験に関

する単一のメディアとマルチメディアを用い
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た問題に応用できる。暴露解析の基本は、汚

染された、あるいは変質した製品の体内への

摂取量と人に関連のある外的マーカーへの結

びつきを議論することであろう。食品と食品

調理における環境汚染の暴露に関する課題は、

他のメディア（空気、水、土壌）に見られる

レベルに置き換え試験することである。暴露

評価のためには、レビューが必要である。そ

のレビューは、個々人の、あるいは集団への

汚染の全暴露量が食品からは相対的にどの程

度影響しているかというアプローチに焦点が

当てられるであろう。評価は、決められた摂

取量の個人のデータが最良で、特定の地域

（国）の住民、あるいは従事者のものが最も

劣っている。最近の研究の例では、食物日記

と質問表のような間接法と同様に、直接サン

プリング法、二重食事法で説明されている。

個人の食事の暴露を測定するためのプロト

コールの標準化は、各々のメディアと接触ル

ート（ものを食べた手指等）から得られる汚

染物質の影響を正確に評価するために必要で

あろう。食品の暴露に関するこのような情報

の収集のため、 1994年～1995年にかけて

National Human Exposure Assessment Survey 

Pilot Studiesが計画されている。

3) 「疫学におけるメターアナリシス

(Meta-analysis）の利用J
「メターアナリシスjという言葉は、簡単

に言えば「科学的オーバービューjである。

オックスフォード大学の RichardDoll卿は、

このメターアナリシスの有効性と重要性を乳

ガンの患者の例などで強調された。

「メターアナリシスjは、 15年前に紹介さ

れたが、その後もあまり進んでいないという

ことは、驚くべきことである。最近は、研究

費と個人的な問題から明確な結論を引き出す

のに不十分な規模の実験が増えた。この状況

で、臨床医と公衆衛生に関連した人たちは、

通常統計的に有意差がない結果を「ネガテイ

ブ」として解釈した。そして、彼らの結論は、
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彼らが最も密接な関連を持っている、あるい

は主として専門家の偏見を反映している「エ

キスパートのレビューjの研究の結果に基づ

いていた。

科学的に処理されたレビューは、専門家の

レビューが必要であったがなされていなくて、

最初に紹介されたのは無作為の管理された繰

り返し試験の結果の評価であった。要求され

る統計的なテクニックは簡単であるが、レビ

ューの処理は骨の折れる仕事である。必要な

ことは、 1）試験の全てのデータを得る、 2)

各々の試験の全ての患者の運命を知ることで

ある。そのことで、結果は「処理するつもりJ
に基づいて分析できる。

オーバービューの量的な結果を一般に適用

する必要はない。しかし、質的結果は必要で

ある。このようなオーバーピューの結果と充

分な規模の試験の結果の比較は、それらの有

効性を確信することができる。そのためには、

充分な量のオーバービューが必要である。

このようなオーバービューの処理の経験は、

限られている。疫学的発見のいわゆるメター

アナリシスのほとんどは、文献に報告された

結果に対する統計的テクニックの応用からな

っている。そして、最も真実に近いと思われ

る科学的オーバービューへの道のりのまだ半

分（あるいはそれ以下）までしか来ていない。

このようなオーバービューは、全ての研究者

の活動的な共同研究が必要であるので、個々

のデータのセットは、比較できる標準の様式

に書き換えられ、不適当な質のデータを除外

するため余分なものを取り除く必要がある。

このようなオーバーピューの実施には、費用

がかかり、骨が折れる。しかし、適切な状況

のもとでは、その結果は、努力に対して報わ

れる。

4) 「ライフサイクル・アナリシス：意志決

定のためのツールj

最後のテーマは、オープン大学の IanBou鎖倒d

博士の講演であった。

と乙
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アルミ、飲料缶、泊等を生産する場合のシ

ステムに関連して、その生産に必要なエネル

ギーの年毎の変化、廃棄物の量、効率などに

関した話題であった。

ライフサイクル・アナリシスは、もともと

1960年代の後半に工業化の増大に対する環境

へのインパクトに関心が高まった時に始まっ

たものである。ライフサイクル・アナリシス

は、産業システムの潜在的な環境へのインパ

クトを測定することに関連のある問題が中心

である。先ず第一に、増大する工業化は、地

球の資源の枯渇に重大な意味を持っている。

そして、第二に、地球とその大気への廃棄物

の放出は、深刻な環境問題に通じる。例えば、

鉄製の飲料缶の生産には、部分的には鉄鋼業、

製紙業、燃料製造業などを必要とする。地球

上の生の原料から製品を作り、最終的には廃

棄物が出る。システムとは、ある決められた

機能を実行する機器の集まりである。ライフ

サイクルへの接近という目新しさは、産業界

を新しい方法で分析することである。ライフ

サイクル・アナリシスの目的は、意思決定の

ために、経済的、政治的、社会的な道具を付

け加えた手段を供給するものであり、決して

これらを他の考慮に置き換えようとするもの

ではない。

一般的に受け入れられているライフサイク

ル・アナリシスは、次の3つの部分からなっ

ている。

(1) (a）システムで使用される原材料と

燃料、 ( b）空気、水、そして固体の

廃棄物中への排出の量を量的な記述と

して供給することが目標である明細。

( 2 ）節約と環境への効果が観察可能で、そ

の測定された量に関連する明細の解釈。

( 3）その全体のインパクトを減らすことに

よりシステムの行動を改良するために

考案される測定での改善分析。

分析の明細段階は、過去20年間にわたって

熱心な研究主題であった。そして、現在に到

ι 

り良く発達した。しかしながら、医薬品、化

粧品、食品産業のような分野では、詳細な研

究文書はあまり残されていない。節約を考え

ることは、比較的簡単な仕事であるが、大き

な広範なシステムからの環境的インパクトは、

極く僅かしかわかっていない。改善段階は、

「少ない方がよい」という原理に基づいて、

細かな作業聞を完全に理解しないで行われる。

しかしながら、大きな問題は、全てのパラメ

ータにあたることは稀で、通常は、他のもの

が増大するに従って減少するいくつかのパラ

メータを発見することと、しばしば妥協と個

人的な判断によって最適な解決が見つかる。

このように、意思決定者に利用できる情報

の形式のいくつかの例により、ライフサイク

ル・アナリシスの根底にある原理、分析を実

行しようとする時に生じるいくつかの間題を

紹介した。

+ 2 + Food Allergy 
...・H ・キリンビール（株） 川崎 正人

（内容）

本セッションでは、食品安全性に関わる問

題として近年重要度を増してきた食品アレル

ギーについて、 5人の演者が講演を行った。

まず、 NIH(National Institute of Allergy 

and Infectious Diseases）の DeanMetcalfe 

博士は、食品アレルギー（foodallergyもしく

はfoodhypersensitivity）の現状について概説

した。食品アレルギーとは食品成分により誘

発される、生理的効果とは異なる免疫反応で

あり、多くの場合免疫グロプリンEが関与す

ると言われている。一方食品不耐症（food

intolerance）とは免疫系に関与しない異常な

生理反応のことをさす。食品アレルギーの原

因物質（アレルゲン）は一般には酸、消化酵

素耐性の水溶性タンパク質である。その中で

は、乳児期を過ぎても症状が改善されない例

が多いため、ピーナッツ・アレルゲンが特に

/LSI.イルシ－ (No.38) 94.3 
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注目されている。食品アレルギーが現在着目

される理由は、アナフ イラキシーという急激

な症状により数時間で死亡する例があること、

極少量の摂取によってもアナフィラキシーが

起こり得ること、原因食品の除去以外有効な

治療法がないことなどである。

続いて、 HenryFord Hospital の DennisR. 

Ownby博士は、食品アレルギーの発症実態

について貴重な追跡調査の経過を示した。デ

トロイト付近の540人の 4歳児とその両親を

対象とし、食品アレルギーの発症率の算定と

アレルギ一反応への免疫グロプリンEの関与

の実証を目的としたものである。以前の調査

によれば、アメリカ家庭の30%に食品アレル

ギー患者の存在が示唆されていたが、今回イ

ンタビュー調査したところ、食品アレルギー

の自覚症状を持つ割合は、子供で4.6%、両

親で9.9%とかなり低い結果が得られている。

原因食品としては、魚介類、果実、牛乳、野

菜、アルコールの順であると報告している。

本調査で報告された症例は食品摂取後速やか

に起こり、しかも真性のアレルギ一反応に特

徴的なものであることから、今回の集団にお
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ける発生率は以前の調査より低いと結論した。

3番目に、 MayoClinic and Foundationの

John W. Yunginger博士は食品アレルゲンの

検出法とクロス・コンタミネーションの問題

について解説した。博士はアレルゲンの検出

に、特異抗体 （免疫グロプリン E）を含むア

レjレギー患者血清とそれに対する標識した特

異抗体を用いる RAST(Radio Allergosorbent 

Test）に代わり、競合反応を用いた RAST阻

害試験を適用した。その結果、サンフラワ

ー・バター中のピーナ ッツ・バターの混入、

シャーベット中の牛乳タンパク質の混入、あ

るいはピザ用肉中の大豆タンパク質の混入を

明らかにすることができ、さらにアナフィラ

キシーの判定など法医学にも応用できること

を実証した。一方、現時点ではこのような免

疫学的検出法の問題点として、一般的でない

アレルゲンに対する患者血清は得られにくい

こと、免疫グロプリンEに対する特異抗体は

高価であること、検出されたアレルゲン濃度

と人体への作用強度との相関は未知数である

ことに注意を促した。

4番目にネプラスカ大学の SteveL. Taylor 

h_ 
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博士は食品製造におけるアレルゲンの問題に

ついて解説した。カナダでは製造工程中のア

レルゲンの混入が表示されないためのリコー

ルが数十件発生している。代表的なものはピ

ーナッツ・アレルゲンの混入であり、反応誘

発量の下限が未知のため、例えばドーナツの

箱へのピーナッツ・アレルゲンの付着も問題

とされ得ることを指摘した。リコールに要す

る企業のコストは増大する傾向にあり、この

ような事態は極力避けるべきである。食品企

業としては、事故の原因となり得る、製造装

置の共用と不完全な洗浄、不充分な加水分解、

不適切な内容物表示などを防止するよう努力

することを強調した。

最後に、 TheFood Allergy Networkを主宰

する AnneMunoz-Furlong氏が、その活動の

概要を紹介した。この活動は、食品アレルギ

ー患者、医師、政府機関、食品業界などによ

り構成され、食品アレルギーの大衆への認知

と、患者への教育あるいは心理的ケアを目的

とし、情報紙の発行、教育ビデオ作成、調理

法アドバイスなどを行っている。患者の多く

は幼児であり、その家族はアレルギー症状と

たたかい、何人もの医師を訪問し、現状に苛

立ちを感じていること、メーカーに製造法、

ケア、将来的な予防策などの情報を求めてい

ることが紹介された。製造業者は、食品内容

物に関する情報提供の見直し、患者家族との

情報の共有化により助け合いに協力できると

いうことが説明された。

以上のように、本セッションの話題は食品

アレルギーの基礎知識から、その実態、企業

の対策、患者とのコミュニケーションまで広

範囲に及んだ。ピーナッツ・アレルギーの問

題が重要視されるところに、わが国との違い

が感じられたりしたが、内容はまさに食品企

業として何をすべきか、示唆に富んだもので

あった。

ι 

+ 3 + Biotechnology 
…雪印乳業（株） 岩崎泰介

キリンビール（株） 川崎正人

（内容）

組換えDN Aの食品市場化における問題点

について昨年来日した UnitedFresh Fruit and 

Vegetables Associationの ThomasE. Stenzel氏、

FDAの JamesH. Maryanski博士をはじめ 4名

の講演があった。

S.K. Harlander氏（Land0・Lakes社乳食品

研究開発部長）は、バイオテクノロジーに使

用される技術の説明、それを利用した食品例、

今後期待される分野を中心に講演を行った。

氏がミネソタ大学の食品科学・栄養学部の助

教授時代にフードテクノロジー雑誌に発表し

たバイオテクノロジーの紹介やその利用分野

に関する数編の論文を読んだことがある。チ

ャーミングなショートカットの小柄な女性で、

こちらが勝手に描いていたイメージとは大違

いであった。ご主人は眼科医で東北大学医学

部にて数カ月間研究生活を送ったことがある

とのことであった。

ノてイオを利用したインスリンをはじめとす

る医薬品やパンやチーズ等の微生物利用食品

の紹介から始まり、野菜ではトウモロコシ、

レタスの例を紹介し、時聞がかかることや戻

し交雑の問題、変異等について言及した。 70

年代に技術確立した遺伝子のクローニングや

遺伝子発現さらにはバイオに必要とされる技

術の説明にかなり時間をかけ、次いで、食品

バイオに焦点を当て、まず、組換えDN Aキ

モシンについては、動物キモシンと同一であ

ること、回教徒、ユダヤ人にも利用できるこ

と、コストが半分であること等を挙げ、食品

成分も単一で純度の高いものが得られるバイ

オの利点について述べた。

さらに農業分野での応用として、トウモロ

コシ害虫に耐性のある BTコーンや FLAVR

SAVRトマト（収穫後3週間でも鮮度維持）、

/LSI.イルシー （Ni。.38)94.3 
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カフェイン・フリー・コーヒ一等を挙げた。

また、食品中の成分変化（ポテトの固形分1

～ 3%の増加、大豆の脂肪酸の調節、ピタミ

ン類の増加）や菜食主義者用に肉タンパク質

を野菜に導入したり、アレルゲン性の低下に

バイオの利用性があることにも言及した。

今後、バイオ食品の消費者受容性の問題は

コミュニケーションと教育啓蒙により克服で

きるとしている。

T.E. Stenzel氏（UnitedFresh Fruit and 

Vegetable Association会長）は、 「パートナ

ーとして消費者が科学と手を結ぶには」と題

し講演した。昨年10月のILSIJAPAN主催の

バイオ食品国際シンポジウムの時、私（＊岩

崎氏）はお会いしてなかったので、今回挨拶

した時、昨年日本で講演した内容に若干付け

加えたものだとのコメントがあった。歯切れ

の良い説得性に富んだ講演であった。

科学者、政府およびコミュニケーション専

門家はリスク情報を大衆に提供するという役

割があるが、生活の中での大衆のリスクの捉

え方と専門家のそれとでは本質的に異なって

おり、これが顕著に現れているのが食品の顕

在的あるいは潜在的なリスクの捉え方である。

科学者や規制当局は従来の食品添加物、潜在

的な汚染物質、新技術に対する規制に定量的

リスク評価を用いてきたが、大衆のそれは、

リスクと利益をある特定のリスクの持つ実際

の定量的脅威とは無関係な情緒的かっ心理的

因子によって決めるという定性的なリスク評

価である。

1992年にIFIC（国際食品情報協会）が米国

民のバイオテクノロジーに関する定性的な懸

念に対する調査を行っている。この結果から、

消費者の受容性に関する種々の考察をしてい

る。

消費者の情緒の論理について、情緒は理性

的であること、消費者の反応を予測するモデ

ルが必要なこと、消費者とのコミュニケーシ

ョンの戦略について手引きとなるものが必要
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なことを述べた。さらに、食品バイオのコミ

ュニケーションに重要なキーワードとして、

IDENTITY, SCOPE, TI恥1E,ENERGY, RESULTS 

および CHOICEの6つの言葉に整理しその理

由について説明した。これらを総括すると①

消費者はバイオを充分に理解していない。そ

こで誰がこの食品を作っているのか、誰がこ

の技術を使っているのかを知りたがっている

②いたずらにDN Aを操作するのではないと

いう理解を求め、バイオテクノロジー研究の

適用範囲と限界を明確にする必要がある③消

費者は急激な科学の進展には抵抗を示し、そ

の受け入れには時聞が必要である。従って、

消費者に新しい食品を自分流のやり方で体験

させることが肝要で、革新的技術として押し

つけてはならない④バイオテクノロジーに費

やされる努力の結果としての便益は、生産者

サイドのものではなく、消費者にとって納得

の行く便益があることが大切である⑤消費者

の選択は基本的欲求であるが、バイオ食品に

ついて的確な情報が手に入り、消費者が個人

的な便益を見いだせれば、バイオ食品の使用

に積極的になる。

このように、バイオ食品の受容には大衆の

感情をつかむことが重要であり、我々の行動

や言動が大衆の判断に影響を与えること、大

衆への認知のヒントとして、店頭でのビデオ

放映、テレピ放映、あるいは CD-ROMなど

も利用されていること、また、大人より先に

子供たちに認められることも、受容を早める

方法であると紹介された。

科学者、行政官、食品生産者は、大衆がリ

スクをどう捉え、なぜそう考えるかを理解し、

賢明な選択ができる手段を提供することが義

務であるとしている。

S.R. Lehrer氏（TulaneUniversity Medical 

Center教授）は、食品タンパク質のアレルゲ

ン性について説明し、そのバイオテクノロジ

ーとの関わり合いについて講演した。

食品アレルゲンの性状として一一免疫反応

ι 
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を促進する、分子量 10,000～70,000ダルトン

程度である、酸性に PIをもっ糖タンパク質

である、安定で可溶性である一一等が明らか

にされている。

遺伝的に改変された食品においては、既知

のアレルゲンの新食品への移行、未知のアレ

lレゲン活性を持つタンパク質の新食品への移

行、既知のアレルゲンを有する食品のアレル

ゲン性の低下の可能性等に関し、解明すべき

点があり、その潜在的アレルゲン性の的確な

測定法がないことも大きな問題である。バイ

オの有用性は、アレルゲン性を持つ食品から

アレルゲンを欠失させること、アレルギー活

性を有するタンパク質のエピトープを変化さ

せること、あるいはそのタンパク質をナンセ

ンス配列にすること等に利用できることにあ

る。低アレルゲン米に関する日本の研究事例

(T. Matsuda et. al, 1993）の紹介もあった。

組換え食品の市場導入では、表示の問題、ア

レルギー反応のモニタリング方法、アレJレゲ

ンの潜在性の再評価等解決すべき問題がある

と指摘している。

と乙

最後に J.H.Maryanski氏（FDA,Center for 

Food Safety and Applied Nutrition, バイオ

テクノ口ジ一戦略マネージャー）は、法的規

制の展望と消費者の反応について講演した。

なお、氏とは帰りのナ ッソー空港でもお会い

し昼食をとりながら一時間程度話す機会があ

った。

FDAは1992年5月、従来および新しい育種

技術を使用して開発した新しい植物品種によ

る食品と動物飼料（果物、野菜、穀物、これ

らの副産物）の監視に関する法的規制の概要

を明らかにする政策声明を公表し大衆の意見

を求めた。政策声明ではいかにして FDCA法

の下に食品や飼料が規制されるかを説明し、

また上市前に解決すべき科学的法規的問題を

明らかにしている。さらに、 1993年4月、遺

伝子操作した食品の表示に関し、大衆からの

情報を要請した。

バイオテクノロジーにより生産された食品

の安全性を評価する上で、 FDAの役割と関連

する政策や現在および将来の活動に対する大

衆の反応について言及した。

/LSI.イノルシ－ (No.38) 94.3 
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産業界、消費者団体、学会および個々の消

費者からFDAの政策声明について多数の意見

を受け取っており、産業および学術団体は

FDAの科学に基づいた政策を強く支持してい

る一方、多くの消費者および消費者団体は、

この政策では、大衆の健康を保護するための

適切な監視は行えないであろうという懸念を

表した。

また、 1993年4月に大衆に意見を要請した

際にも多くの意見を受け取った。表示を義務

的にすることには反対し、むしろ新規な食品

の組成の違いについて表示することや潜在的

アレルギー性のような安全性に関する懸念に

ついて情報を公開することを支持した。

FDAは、実質的同等性（substantialequiva-

lence）の概念の下に、組換えDN A技術に

よって開発された食品およぴ食品成分を、米

国のあらゆる食品製造物に適用している法規

と同一の法規下で規制している。急速に進展

するバイオ技術に遅滞なく対処する一方、市

場において安全でないいかなる食品に対して

も厳しく対処することを最重要課題としてい

/LSI.イJレシー （No.38)94.3 

る。

パネル・デイスカッションは R.L.Hall氏

（前マコーミック社科学技術担当副社長で現

在コンサルタン卜）によって進められた。

パネラ一間および、出席者から10数個の質問

があったが、主なものとして、例えば、バイ

オの有用性、タンパク質アレルギーの問題と

そのモニタリングの方法、消費者による選択

等があったが、法的規制に関して FDAに対

する質問が多かった。 Maryan ski氏の、当局

は基本的質問に対しては答えるが、企業には

責任があるとの回答は、端的に企業と規制当

局との関係を言い表している。

今回の講演者4名のうち 2名が昨年の日本

でのバイオ食品に関する国際シンポジウムの

演者であり、再度親交を深められたのは幸い

であり、さらに、バイオテクノロジーでは、

表示の問題とアレルギー性タンパク質が当面

の課題であり、また消費者の啓蒙と教育さら

には的確な情報の伝達が消費者の理解を得る

上で重要であるという認識の上で、米国では

諸政策が講じられつつある現状が理解できた。

と乙
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委員会活動報告友び1994年度活動計画

広報委員会活動報告

委員長秋山孝

メンバー（0印：委員長 ．印：副委員長）

0秋山孝（長谷川香料側）

末木一夫（日本ロシュ（槻）

長尾精一（日清製粉（槻）

雛本恵子（日本コカ・コーラ（掬）

く活動報告〉

1. ILSI JAPAN広報（仮称）

1993年9月の理事会において会員および外

部の方々のILSIに対する理解を深めるために、

ILSI JAPAN紹介パンフレット、および Exec回

目iveNews （仮称）の作成と発行の計画につ

いて報告した。パンフレットについては既に

1993年版を作成し会員および外部に配布して

いる。その後の広報委員会において、 Execu-

tive Newsの編集および発行の方針について討

議を続けた。

この検討の過程で、 ExecutiveNewsについ

ては年3回程度の発行ではニュース誌に要求

される速報性を充分に満足させることは不可

と乙

Report on the Activities of 
ILSI JAPAN Committees 

・青木真一郎（青木事務所）

野中満（サントリー側）

林宏昌（味の素ゼネラルフーズ（栂）

丸山孝（（栂ロッテ）

能であるので、新たに ILSIJAPAN広報（仮

称）という出版物を発行し、 ILSIJAPAN会

員会社の経営陣、関連する官界、学会の方々

にILSIの活動を簡明に伝えることを計画した。

この編集、発行については、広報委員会で

の討議に加えて、外部の専門家（PR会社）

の意見も聞き、編集の一部を外部委託した場

合の経費などについて調査を行った。 ILSI本

部には現在 ILSIPressというILSIの出版を担

当する組織があり、各国のILSI支部のパンフ

レットの作成などにも協力しており、広報委

員会としてもILSIJAPAN広報（仮称）の作

成および今後の広報資料の作成に対する協力

の可能性についても検討する考えである。

/LSI.イJレシ.，－ (No.38) 94.3 
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ILSI JAPAN広報（仮称）についての理解を

深める資料が作成できるよう努力を続けてい

く予定である。

2. ILSI JAPANパンフレットの改訂

上記のように1993年に作成したパンフレツ

トはILSIJAPANの活動を簡明に伝える上で

有用な資料であるが、 ILSIおよび且SIJAPAN 

の組織も年々変更され、新しい活動が展開さ

れているので、このパンフレットもそれに伴

って改訂して行く必要がある。 1994年の本部

総会も終わり新しい情報も伝えられているの

で、広報委員会は早急にこのパンフレットを

改訂することを計画、準備している。その作

成についても、外部専門家や ILSIPressの協

力の可能性を検討している。

3.第2回「栄養とエイジングj国際会議広

報対策

1995年には第 2回「栄養とエイジングJ国

際会議の開催が予定されているのでこの会議

の成功のためにも広報活動の重要性は高いの

で、組織・運営委員会と協力して有効な活動

を展開したい。

編集委員会

委員長 青木真一郎

メンバー（0印：委員長）

0青木真一郎（青木事務所）

桐村二郎（ILSIJAPAN) 

大沢満里子（ILSIJAPAN) 

編集顧問：橋本重男（隻立印刷社長）

＜活動報告及び1994年度活動計画＞

昨年後半には「 ILS I・イルシーJ36号

と37号を編集、発行した。

基本的な内容については36号に報告した通

りで、この間のILSIJAPANの主要な活動を

紹介した。特に、理事会開催後に聞かれた研

究委員会報告の記録は、各研究委員会で検討

されている健康、栄養、安全性に関する関心

の高い問題を会員に紹介する上で重要である

/LSI.イ.JI.，シー （No.38)94.3 

日野哲雄（東京農業大学講師）

福冨文武（ILSIJAPAN) 

と思われるので、今後も引き続き取り上げて

いく予定である。また昨年10月14日に聞かれ

た「バイオテクノロジ一応用食品国際シンポ

ジウムjについては、バイオテクノロジ一石汗

究委員会のメンバーの方々のご努力により、

その要旨を37号に紹介し、 37号はバイオテク

ノロジ一応用食品特集号として発行した。こ

のシンポジウムではバイオテクノロジ一応用

食品の有用性、安全性と社会的受容性が取り

己
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上げられたため、多くの読者から好意的な評

価を受けることができた。

「今世界の各地ではjという表題の国際情

報の欄では、国外で発表された文献や論文の

紹介だけでなく、 36号では現在米国FD Aで

進められているレッドブック改訂について

ILSI North Americaの Dr.Emersonとの質疑応

答の結果を報告した。今後もこのような機会

があれば重要な問題に直接関与している専門

家のインタビューや対談なども取り入れてい

くことを計画している。

前回にも指摘した通り、 ILSIJAPANの活

動の国際的な意義もますます増大してきてい

るので、海外情報の日本国内への紹介は積極

的に継続するけれども、それに加えてILSI

JAPANの情報発信源としての活動を拡大、

促進していく方針である。そのため、とりあ

えずできる範囲から機関誌の内容抄録や活動

報告などの英訳を掲載していくことを考えて

いる。 ILSIの支部の中でもユニークなこの機

関誌が、少しでも各国のILSIの組織への情報

提供の手段としての機能を果たせれば幸いで

ある。

昨年に行った「 ILS I・イルシーJに対

するアンケートの結果は37号に集計されてい

るが、読者の今後希望する記事の提案を参考

に、またILSI組織の全体の動きを注目しなが

ら、各研究委員会と協力して新しい問題を取

り上げることを計画している。

1995年には第2回「栄養とエイジングj国

際会議の開催が予定されているので、今後は

編集委員会としてもこれに関連する報告が重

要な活動となることが予想される。担当の研

究委員会との協力を強化して「ILS I・イ

ルシー」がこの会議の成功のために少しでも

役立つように努めたい。

科学研究委員会

己

栄養とエイジング研究委員会

委員長 大田賛行

メンバー（0印：委員長・印：グループリーダー）

担当：木村修一副会長

く食生活＞

O大田賛行（雪印乳業（栂）

岩田敏夫（リノール油脂（栂）

大日向耕作（カルピス食品工業（栂）

末木一夫（日本ロシュ（栂）

菱本農幸（鮒ニチレイ）

森本聡尚（日清製粉（槻）

・浜野弘昭（ファイザ一体的）

及川紀幸 （（栂ホーネンコ吋。レーション）

桑田有（明治乳業（槻）

久田洋二（鐘淵化学工業側）

山本正典（ハウス食品側）

渡辺寿（日清製油側）

/LSI.イノルシ－ (No.38) 94.3 
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く生理機能＞

・村田良一（白鳥製薬（栂）

長田和実（大正製薬（捕）

本田真樹（協和発酵工業（栂）

吉田一仁（雪印乳業側）

く心理／杜会＞

．川野好也（日本コカ・コーラ側）

神田豊輝（ライオン（槻）

友松茂（高砂香料工業側）

日野哲雄（東京農業大学）

事務局一桐村二郎、斎藤恵里

＜活動報告＞

1.栄養とエイジング研究委員会の取り組む

べき課題の明確化 栄養とエイ

ジングに関する方向性を探るため、木村副会

長や色々の先生からご意見を拝聴した。エイ

ジングにともなう生理機能の変化ならびにそ

れにともなう生活行動などに関して、下記の

小委員会を設け課題に取り組むこととした。

( 1 ）食生活小委員会

「高齢者と栄養（健康と食行動を含めた食事

パターンと食品の噌好）についてj

①日本人の食生活の変遷（国民栄養調査をも

とに経過をまとめる）

②高齢者の栄養所要量（微量成分）設定時の

米国、 ECの情報を収集し、日本の所要量設

定時の背景比較

③海外の食習慣と晴好に関する文献検索と整

理

( 2）生理機能省委員会

「高齢者の吸収機能と代謝機能の低下と病態j

①エイジングと噌好に関する文献検索と整理

( 3）心理／社会小委員会

「栄養とエイジングにともなう心理社会的側

/LSI.イJレシー （No.38)94.3 

梅木陽一郎（三菱化成食品側）

東直樹（サントリー（槻）

町田千恵子（ネッスル日本（槻）

岡本悠紀（小川香料（槻）

次回和正（山崎製パン側）

中西義和（クノール食品（槻）

面」
①高齢者の食事規定に関する文献検索と整理

②栄養教育の実態調査

③高齢者の食品購入実態調査

( 4）各小委員会のテーマを進めるための講

演会の企画実施

2 .公開講座の開催

( 1 ) 「エイジングとメカニズムJについて

平成 5年7月22日（木）東京都老人総合研

究所老化科学技術研究系部長の松尾光芳先生

を招聴し、エイジングにともなう老化の機序

についての解説。

( 2) 「脳の生理機能と老化jについて

平成 5年10月12日（火）東京都老人総合研

究所副所長の佐藤昭夫先生を招聴し、老化に

ともない脳と各機能（視覚、味覚、臭覚、聴

覚など）との関連についての解説。

3.第2回「栄養とエイジングj国際会議の

具体的な進め方

第2回「栄養とエイジングJ国際会議は

1995年9月に 3日間開催する予定であり、方

とL
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向性および骨子を作成し、米国ILSI本部と下

打ち合わせを実施した。また、実際の運営に

あたっては組織委員会を設定するとともに、

さらに実行委員会や財務委員会を組織化し各

委員会に全面的に委ねることとした。

く今後の活動計画〉

エイジングにおける生理機能の変化ならび

にそれにともなう生活行動などについて各小

委員会で先進国や日本における現状を把握す

るための文献検索や調査結果などの情報を集

め、検討を加え整理する。

1.研究活動の取組み

(1）食生活小委員会

「高齢者と栄養（経済の状態、健康と行動を

含めた食事パターン） J 
①日本人の食生活の変遺

昭和22年より実施されている国民栄養調査

結果の情報を収集し食生活の変遷をまとめる。

②高齢者の栄養所要量（微量成分）設定時の

米国、 ECの情報収集を開始し検討を加える。

③海外の食習慣と晴好に関する文献検索と整

理を行い集めた文献にコメントを付記し、整

理する。

④講演会の企画（案）

イ） 「日本人の食生活の現状と国立健康・栄

養研究所の研究内容J
国立健康・栄養研究所所長小林修平先生

ロ） 「老人の栄養と健康j 女子栄養大学

足立巳幸先生

ハ） 「循環器、がんと食生活J 九州大学

庚畑富雄先生

( 2）生理機能小委員会

「高齢者の吸収機能と代謝機能の低下と病態」

①エイジングと晴好に関する文献検索と整理

に関しては、 『噌好と味覚』の文献を集 め

要約とコメントを付記して整理を行う。

②講演会の企画（案）

イ） 「老人の晴好と味覚の変化」

!:!. 

東京都老人総合研究所の方を講師にしたい。

(3）心理／社会小委員会

「栄養とエイジングの心理社会的側面の追求」

①「高齢者の食事を規定する要因jの文献検

索、調査表の収集、整理を行いコメントを付

記する。

②栄養教育の実態調査に関しては、家政学会

など各種学会や栄養士協会にて聞き取り 調

査を実施し、実態をまとめる。

③高齢者の食品購入実態調査については、年

代別、特に高齢者の食事購入実態をP0 s 
データなどからまとめる。

④講演会の企画（案）

イ） 「百歳老人のための食生活j (3月4日

（金）に実施予定）

（財）健康・体力づくり事業財団の苫米地孝

之助先生（東京家政大学教授）

(4）各小委員会で実施する文献検索の整理、

コメントの付記に関しては、将来まとめる予

定である。

2 .第2回「栄養とエイジング」国際会議に

関しては、国際会議の概要（別紙）をまとめ、

協会各委員をはじめ多くの先生方からご意見

を拝聴する。今後は、 ILSIJAPANの理事会

にて承認を得て各委員会を構成し実行に移す。

また、 ILSIJAPANの他の委員会との横の連

絡を密に取って進めて行きたい。

3.添付資料

( 1 ）第2回「栄養とエイジングJ国際会議

の概要
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第2回「栄養と工イジングj国際会議の概要

1.開催期間： 3日間（1995年9月に開催の予定）

2 .講演者の範囲：日本人・・・ 10人、外人・・・ 9人

3 .テーマの選定についての方針：

①今回の国際会議の基本的な考え方

・WHOが提唱するように、本国際会議は日米人だけでなく広く多くの国の人の参加（演者、

聴衆者）とする。

－先進国は既に高齢化社会を迎えているが、日本は短期間の内に世界ーの長寿国になり、これ

から高齢化社会を迎えるため、この意味から日本で「栄養とエイジングjに関する国際会議を

開催するのは意義がある。今回は特に、老化を食生活、生理機能、社会／心理（食行動）から

のテーマに絞り込み、医学会が追求している疾病にはあまり深入りしない。

－長寿国日本ならではの課題、演者の選択を行いたい。

②基調講演：イ）現在の基礎老化研究のあらまし。 （講演者は基礎老化に関する著名人を招

聴したい）

（内容的には、脳全体との関係、例えばアンチオキシダント、味覚、噌好など）

ロ）今回のシンポジウムのねらい、課題の絞り込み、特に、老化の過程を食べ

物、食欲、噌好、食品の選択など食行動から捉え、さらに高齢者向けの食

品開発の概要について

③エイジングと栄養

イ）加齢にともなう栄養要求

乳児から高齢者までの栄養、日本人の場合、欧米人の場合

ロ）主要、微量成分の栄養所要量

④身体の変化と栄養効果

イ）エイジング過程での心臓・血管系の変化と栄養の役割

ロ）エイジング過程での骨格組織に変化と栄養の役割（食事と運動も含む）

ハ）エイジング過程での免疫系機能における栄養の役割

ニ）エイジング過程での消化管機能における栄養の役割

ホ）エイジング過程での中枢神経系（脳も含む）における栄養の役割

⑤エイジングと食生活（パネルデイスカッション）

イ）エイジング過程での食欲、晴好の変化と食事や心理側面での影響、特に老人の食生活

の課題、発展途上国の食生活（WHOより）、米国における食生活の現状と課題、日本

における食生活の課題など。

ロ）長寿者の疫学調査（日本人が何故世界ーになったか、現状はどのようになっているか

など）
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⑥高齢者向け食品開発

イ）エイジング過程での食品選択（心理側面から捉えて）

ロ）高齢者用の食品開発（現状、将来に向けての対応）

⑦ポスターセッションの実施

エイジングと栄養に関するものであればすべて発表の機会を与える。

4.講演者の枠組み

①基調講演：

②高齢者の栄養所要量：

③身体変化と栄養効果：

④エイジングと食生活：

⑤高齢者向け食品開発：

計

5 .経費

外国人

1 

2 

3 

2 

9 

日本人

2 

3～ 4 

7～ 8 （日本人は増える可能性有）

2 5万ドル（一般会計以外にて徴収する）

以上

追記：

今後国際会議を進めるにあたり協会内の総力を結集するとともに、協会以外の先生方の全面的

な協力を得なければならない。さしあたって国際会議運営にあたり次の組織を作る必要がある。

( 1 ）組織委員会（木村先生を中心に内外に先生10名ぐらいで編成したい）

( 2 ）実行委員会

①実行運営委員会

②プログラム委員会

③財務委員会

④事務局

( 3) ILSIJAPANの他の委員会との連携

広報委員会、編集委員会、科学研究企画委員会、 NR編集委員会、 RF設立準備委員会、各科

学研究委員会（安全性、バイオ、油脂）など
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安全性研究委員会活動報告

委員長 大下克典

メンバー（0印：委員長・印：グループリーダー）

担当：粟飯原景昭副会長 アドバイザー：小西陽一副会長

くサブグループ①＞ (5名）

・浅居良輝（雪印乳業（捕）

丸岡宏（山崎製パン側）

米田義樹（明治乳業側）

くサブグループ②＞ (7名）

．諏訪芳秀（サントリー（槻）

衛藤朝子（日本コカ・コーラ側）

田中弘之（日本ペプシコーラ社）

松崎達郎（ライオン（槻）

くサブグループ③＞ (8名）

0大下克典（キッコーマン（槻）

阿部真也（大正製薬（槻）

杉本 馨（（槻ホーネンコーホ。レーション）

橋本正子（日本ケロッグ側）

牧野稔（森永乳業側）

山本宏樹（（槻ニチレイ）

鵜沢昌好（（栂ロッテ）

越知麻子（カルピス食品工業側）

蛭川義憲（不二製油（槻）

・岡見健俊（味の素（槻）

大田雅巳（日清製粉（槻）

堤賢太郎（リノール油脂（槻）

三原 翠（ネッスル日本側）＊

*H6.2～新入会

＜活動報告＞

安全性研究委員会は、これまでに報告して

きた通り、テーマを『加工食品の保存性と日

付表示』 加工食品を上手に、おいしく食べ

る話ーとして原案（本誌36号参照）に従い活

動を行った。

[ 1 J第 1回全体会合

平成 5年7月26日、於：国際文化会館

担当の粟飯原副会長、桐村事務局長を始め、

本委員会に参加を希望された計18名の出席が

あった。活動方針・計画の原案を説明・提案

し、全員で討議した結果、現在表示されてい

/LSI.イJレシー （H。.38)94.3 

る賞味期間の長さによって、以下のような3

つのサブグルーフ。を作って活動する子とを決

定した。

サプグル』プ

① 

② 

③ 

満

ー
－
満
未

陪
一
未
年
上

期
一
間

l
以

味
一
週
～
年

賞
一

2
間

l

週っ“

一

輝

秀

俊

ダ
一
良
芳
健

二
居
訪
見

リ
一
浅
諏
岡

その後、その場で出席者の希望するサブグ

ループのメンバーを募り、最終的に（現時点

で）サブリーダーを含め表記に示すような合

とL
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計20名のメンバーを決めた。

以後は毎月 1回のペースでサブグループ毎

に活動を行い、その中間にサブリーダー会を

開催した。

各サブグループの共通した当面の課題とし

て、対象とする加工食品群と日付表示の現状

及びその科学的根拠となるデータの調査等を

行った。

[ 2 Jサブグループ①の活動

（賞味期間： 2週間未満）

第l回平成5年8月26日

第2回平成5年9月29日

第3回平成5年10月28日

第4回平成5年11月30日

第5回平成5年12月27日

－対象とする食品群と担当者

1）牛乳・加工乳、乳飲料・H ・H ・－－浅居（雪乳）

2）ヨーグルト類、乳酸菌飲料…米田（明乳）

3）デザート食品、豆腐...・H ・－－…牧野（森乳）

4）パン、和菓子・洋菓子...・ H ・－－丸岡（山ハ。ン）

5）水産練り製品...・H ・.....・H ・－－…山本（ニチレイ）

[ 3 Jサプグループ②の活動

（賞味期間： 2週間～ 1年未満）

第 l回平成5年8月19日

第2回平成5年9月27日

第3回平成5年10月29日

－対象とする食品群と担当者

1）噌好飲料類・H ・H ・...・ H ・.....・ H ・－諏訪（サントリ』）

（炭酸飲料、天然果汁、 越知（カルヒ。ス）

果汁飲料、 田中（ヘ。プシコ）

果汁入り清涼飲料等） 衛藤（コかコーラ）

2）油脂類 （ハやト、マ－'fl＇＇リン、...・H ・－・松崎 （ライオン）

マヨネースゃ類、 ドレッシンクゃ類） 、 蛭JII （不二泊）

チーズ

3）菓子類...・H ・....・ H ・...・H ・...・H ・－鵜沢（ロッテ）

（キャラメル・キャンテやィー、

チューインfム、チョコレート等）

[4］サブグループ③の活動

（賞味期間： l年以上）

第I回 平 成5年8月31日

民

第2回平成5年10月4日

第3田平成5年11月2日

第4回平成5年11月30日

－対象とする食品群と担当者

1）即席めん、風味調味料、調理ミックス

…岡見（味の素）

2）ケーキミックス、から揚げ粉・パン粉

…大田（日清粉）

3) （包材、脱酸素剤等...・H ・－－杉本（ホーネン）

と保存性の関係） 阿部（大正薬）

4）植物油...・H ・.....・ H ・.....・ H ・－－堤 （リ／』jレ）

5）スナック・クラッカー（シリアル）

…橋本 （クロッゲ）

6）醤油、味噌、ソース類……大下（キッコーマン）

7) （新入会にて未定） ...・H ・－－三原（ネッスル）

[ 5 Jサブリーダー会

第 1回平成5年9月8日

第2回平成5年10月18日

第3回平成5年11月17日

第4回平成6年2月16日

各サブリーダーが集り、それぞれのサブグ

ループが対象とする食品群の調整、食品の分

類を含めたまとめ方等を討議し、これまでに

以下のことについて決定した。

1）食品分類別に「日付表示の現状調査j一覧

表を作成する。

一覧表の内容は、

・食品名（大分類、小分類）

．保存条件

・日付表示（現状）

－品質特性の劣化要素、その原因

・食用限界となる時点での定量値等

である。

2）個々の食品別に上記内容のさらに詳しい解

説書をルーズリーフ形式で作成する。

3）食品の保存性と賞味期間の科学的評価法の

実例をできるだけ集約する。

4）日付表示に関する消費者への啓蒙のーっと

して「経時変化のためクレーム品と誤解され

る正常品の事例jについてアンケート調査を
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実施する。 （現在、サブグループ③を中心に

集計中）

以上、各サブリーダーの精力的なご協力に

より、活動は着々と進んでいるが、現実には

安全性と保存性を加味した食品の期限設定を

科学的に評価することの難しさ等、壁にぶつ

かっているのが実情である。しかし、この壁

もメンバーの皆様の熱意ある協力で乗り越え、

最終のまとめの段階に入りたいと考えている。

ぐ94年度活動計画＞

①上記方針にのっとり、サブリーダー会を開

催して「食品分類別日付表示の現状調査一覧

表J及び「食品別ルーズリーフ形式解説書」

を本年3月末までに完成する。

②その後、全体会合を召集し、個々の分担内

容及ぴ最終報告書としてのストーリーを修

正・確認する。

③さらに、最終報告書の執筆分担を決定し、

本年6月中には報告書を完成させたい。

ご存知の通り、加工食品の日付表示につい

ては、農林水産省の「食品表示懇談会jと厚

生省の「食品の日付表示に関する検討会Jが

昨年11月15日同時に、原則として、現行の製

造年月日表示から、品質が保たれ安心して食

べられる限界等を示す期限表示へ転換するこ

とを求める報告書を、それぞれ発表しました。

これを受けて、農林水産大臣は「JAS調査会j

へ、厚生大臣は「食品衛生調査会jへ、食品

の日付表示を期限表示とすることについて、

昨年末、それぞれ諮問致しました。本年3月

中には両省の調整を行い、各答申が出される

予定で、その後、省令・告示の改正が行われ、

1～ 2年の経過措置を含めて施行されるよう

であります。しかし、消費者団体は製造年月

日と期限の併記を義務づけるよう求めており、

予断を許しません。

本委員会の活動及び報告書がこの行政の動

きに追従でき、消費者の皆様にも役立つもの

になることを切に願う次第です。

本委員会に対し、 ILSIJAPAN会員の皆様

のご支援を今後とも、よろしくお願い申し上

げます。

バイオテクノ口ジ一研究委員会

委員長 倉沢車伍

メンバー（0印：委員長 ．印：副委員長）

0倉沢環伍（味の素（槻）

・高野俊明（カルピス食品工業（槻）

氏家邦夫（森永乳業（槻）

大熊浩（（槻ロッテ中央研究所）

尾崎洋（（栂ヤクルト本社）

川崎正人（キリンビール（槻）
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・岩崎泰介（雪印乳業側）

安藤進（山崎製パン（槻）

梅木陽一郎（三菱化成食品（槻）

岡田孝宏（リノール油脂（栂）

柿谷均（東ソー側）

喜多村誠（ハウス食品側）

h. 
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黒島敏方（ライオン（栂）

柴野裕次（サントリー側）

高田祐子（日本リーバB. V. ) 

田中久志（三栄源エ7・ェフ・アイ（槻）

野崎倫生（高砂香料工業（栂）

久田洋二（鐘淵化学工業（栂）

八木隆（昭和産業側）

山根精一郎（日本モンサント（槻）

く活動報告〉

1993年度の活動は、バイオテクノロジ一応

用食品の健全な発展をめざし、その社会的受

容を得るための総合的議論を尽くす国際シン

ポジウムを主催し、これを成功させる事に集

中した。 10月14日の本会議ではバイオテクノ

ロジ一応用食品の有用性・安全性に関する最

新の具体的事例を整理し、社会的受容を得る

ための具体的方策が議論された。翌日のラウ

ンドテーブル・デイスカッションでは、海外

講演者、行政官、本委員会委員を中心にさら

に議論が深められ、有益な結論が引き出され

た。これらの記録は委員が分担して執筆編集

して労作がまとめられ、本誌37号では特集記

事として大きなスペースを割いて掲載してい

ただいた。シンポジウムの参加者数、反響は

予想以上なもので、 「NHKテレビjで2回

にわたる放映、 「食品と科学Jや「食品と開

発」等食品関係誌での紹介記事などでも大き

く取り上げられる等、関心の高さが伺われた。

正式なプロシーデイングスは建吊杜より成書

として日英両国語版で出版される。これは、

本シンポジウムの議論および結論は圏内のみ

ならず世界に発信することに意義があるから

である。そのための翻訳や編集等それぞれ担

当の委員による休日を返上した作業が行われ

た。

l!2. 

牛腸忍（長谷川香料（槻）

清水健一（協和発酵工業側）

立場秀樹（小川香料（槻）

椿和文（旭電化工業（槻）

浜野光年（キッコーマン側）

町田千恵子（ネッスル日本側）

大和谷和彦（大日本製薬側）

く1994年度活動計画〉

中島前委員長による「IFBCレポート」お

よび「FAO/WHOレポート」の翻訳出版を第

l期、今回の「バイオ食品国際シンポジウムJ
開催を第2期とすると、 94年度は第3期とし

てこれまでに明らかになった具体的課題を解

決すべく行動し、さらには情報発信をもめざ

した新たな展開の年を迎えたと言える。

94年度の活動は、現在の国際シンポジウム

小委員会は目的を達成したので新たな目標設

定を行うが、引き続き 3つの小委員会に分か

れ、有用性・安全性・社会的受容性の面から

活動して行くことになる。国際シンポジウム

の成果を踏まえ、国際的視野に立った活動の

中にもわが国の得意領域を生かした貢献が望

まれる。以下に各小委員会の活動計画案を示

す。

1）情報小委員会

有用性・安全性・社会的受容性および規制に

関する情報収集と共有化を行う。

2 ）パブリツク・アクセブタンス（PA）小

委員会

国際シンポジウムから引き出された結論、す

なわち啓蒙・教育の重要性に知何に応えるか

が主要課題となる。意識調査、グループ・イ

ンタビュー等を実施して課題を整理し、消費

者、オピニオン・リーダ一、マスメディアに

対する啓蒙・教育を行う。

/LSI.イルシー （No.38)94.3 
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3）科学研究小委員会（仮称）

バイオテクノロジ一応用食品の有用性・安全

性・社会的受容性に関して科学的基盤の整備

研究を行う。具体的には国際シンポジウムで

表示とも関係して話題となったアレルギーの

問題が1つの大きな研究課題となる。これは

バイオの分野だけに留まらず、安全性研究委

員会あるいはILSI研究委員会全体の共通テー

マとしての取り組みが必要であろう。もう 1

つの主要テーマとして、バイオ食品の安全性

事前評価の基本概念となる“実質的同等性”

の科学的基盤の調査研究、学会・行政への提

言があげられる。

なお、本年度から旭電化工業（株）および

日本モンサント（株）の 2杜が新たに参加し、

総勢27杜で活動を展開してゆくことになる。

また、昭和産業（株）で委員の交代があり、

これまでご協力頂いた小林忠五氏に代わり八

木隆氏が新メンバーとなった。

油指の栄養研究委員会

委員長 日野哲雄

メンバー（0印：委員長・印：グループリーダー）

0日野哲雄（東京農業大学講師／ABC)

・野中道夫（マルハ（栂／ABC)

岩田敏夫（リノール油脂（槻／B)

大藤武彦（鐘淵化学（槻／B)

岡崎秀（マルハ（槻／A)

菅野貴浩（明治乳業側／C)

島崎弘幸（帝京大学教授／ABC)

新免芳央（サントリー側／A)

橋本征雄（不二製油（欄／B)

藤原和彦（日本リーバ（栂／A)

三木繁久（昭和産業側／B)

山本孝史（不二製油（槻／B)

A：：魚介類、 B：パーム油、 C：畜産｜

・高橋強（東京農業大学教授／C)

・森田雄平（不二製油（栂／ABC)

遠藤周（旭電化工業（捕／B)

大谷至古麿（理研ピタミン側／A)

小田切敏（岩手大学名誉教授／C)

木村省二（マルハ（槻／A)

白石真人（ニチレイ（槻／A)

中田勇二（味の素（樹／B)

浜川弘茂（ライオン（槻／B)

三木勝義（ミヨシ油脂（柑／B)

八尋政利（雪印乳業（槻／C)

渡辺寿（日清製油側／ABC)

麓大三 (ILSI JAPAN/ABC) 

く委員の異動〉

昨年9月8日の総会以後における委員の異

動については、パーム油関連部会に次の方方

が新たに委員として参加された。

三木 勝義（ミヨシ油脂（株）常務取締役）、

山本 孝史（不二製油（株）阪南研究開発セ

/LSI.イルシ－ (No.38) 94.3 

ンター）、遠藤周（旭電化工業（株）食品

開発研究所）

また、委員の交代としては魚介類脂質関連

部会において、 （株）ニチレイ丸山 純一氏

から同社総合研究所白石真人氏に交代した。

11!. 
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く活動報告〉

昨年9月8日後、研究委員会報告が行われ、

No.37に内容が掲載されている。その後各部

会では次のように研究会を行っている。

部会名 ｜開催日

パーム油 I 93年9月21日
関連部会

討議内容等場所 l参加人員

ILSI JAPAN I 8名 報告書目的・内容の再確認
分担区分と担当者の決定

93年11月10日I ILSIJAPAN 

94年2月4日 ILSIJAPAN 

魚介類脂質I93年9月29日
関連部会

マルハ

93年11月17日 l マルハ

口
u

円
ロ
マ
，

9

2

 

白
川
一
日
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E
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年
一
年

a斗
今

3

n
y
n
y
 

質
会

2

守コ
wkμ

印
刷
立
口

産
連

畜
関

10名 分担区分の内容紹介と討議
ミヨシ油脂三木常務初参加

報告書原案の紹介とそれに関
する質疑

油脂の消化・吸収に関して九
大菅野教授に依頼することを
決定

3名

7名

8名 分担区分の内容紹介と担当部
分の再確認

報告書原案の紹介と討議

重点項目の選定と報告書内容
の再確認

マルハ ｜ 7名

国際文化会館｜ 6名

分担区分の内容紹介と討議93年11月24日 IILSI JAPAN I 7名

報告書原案の紹介と討議94年2月21日 IILSI JAPAN I 6名

以上のように報告書原案が出来上がって、

訂正すべき点を書き直したり、新しい文献な

どの補添を行っている現況である。

尚、 FAO/WHO Recommendation on Fats & 

Oils in Human Nutritionの中で、アジア地区か

らの意見として、油脂摂取過剰の害のみ取り

上げず、脂溶性ピタミン等の欠乏など油脂不

足の地域もあるとしているが、我々も同感で、

油脂の機能・必要性を報告書でアピールした

lt>o 

と

く1994年度活動計画＞

夏までに報告書が3部会ごとに印刷に廻さ

れ秋には発刊する方向で取り組んでいる。

なお、その後「脂質の酸化防止と抗酸化物

質の役割」に目標をしぼって活動を続けて行

きたい。またアジア地区の立場から、 ILSI本

部を通じ、世界に対し、 「油脂と健康」の現

状と将来をアピールしたい。

/LS.ιイノルシ－ (No.38) 94.3 
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「栄養学レビューj誌編集委員会

日本国際生命科学協会事務局次長福宮文武

編集委員（0印：編集長）

0木村修一博士（東北大学農学部長）

小林修平博士（国立健康・栄養研究所長〉

五十嵐惰博士（お茶の水女子大学教授）

井上修二博士（横浜市立大学医学部助教授）

編集協力：桐村二郎（ ILSIJAPAN) 福富文武 (ILS I JAPAN) 

事務局： （株）建吊社

＜活動報告〉

1942年に創刊され、世界中の栄養関係者

によって高い評価をうけて購読されている

"Nutrition Reviews" （月刊）の日本語版が

刊行され、 2年目を迎えた。この間、編集

委員長の木村修一博士をはじめ、編集委員

の先生方、出版と配本で努力されている

（株）建吊杜の強い支援の中で、予定され

た年4回の刊行が継続されている。

また、内容的にも日本の現状に即したト

ピックの選択、日本人によるオリジナルの

収載も順調に行われ、日本の関係読者に受

け入れられている。

これまでの刊行状況は次の通りである。

日本語版「栄養学レピューJ掲載論文

Vol. No. 刊行年月 全訳論文要約論文
Vol. 1 No. 1 1992.10 15 9 

No. 2 1993. 2 9 8 
No. 3 1993. 4 17 5 
No. 4 1993. 7 17 7 

Vol. 2 No. 1 1993.10 15 8 
No. 2 1994. 2 11 6 

日本語版「栄養学レビュー」日本のオリジ

ナル論文

Vol. 1, No. 1 「日本人の栄養と健康」
小林修平

/LSI.イノルシ－ (No.38) 94.3 

No.2 

No.4 

Vol. 2, No. 1 

No.2 

「長寿者増加ならびに長寿者の
食生活の実態と動向j

木村修一
「日本学術会議栄養食糧研連シ
ンポジウムーわが国の栄養所要
量と食生活ガイドラインをめぐ
る諸問題」

小林修平
内藤博

「日本人のコメ消費とごはん
食を考える」

鈴木正成
「百歳長寿者調査結果について
生活習慣関連項目を中心にj

辻林嘉平

「栄養学レビューjは常に栄養について

の情報だけでなく、生理学、生化学、毒性

学、医学、遺伝学、食品科学、その他栄養

が関わる多くの学問領域に亘る世界200以上

の学術誌の中から折々のイシューに関する

話題を取り上げ、世界的に権威のある科学

者の総説を中心に編纂されている。

様々な慢性疾患と食生活、栄養、特定の

栄養素の関わりが強調される今日、本誌は

最新の知見をコンパクトにレビューしてま

とめた情報誌として、学界のみならず産業

界、行政の担当にも有益である。

会員各位はもちろん、関係方面に購読を

お勧めしたい。

己
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東京都老人総合研究所

脳の生理機能と老化

Physiological Function of Brain and Aging 

Tokyo Metropolitan Institute of Gerontology 

副所長佐藤昭夫

Vice Director, Akio Sato, M. D. 

長寿社会を迎え、人が人らしく生きること、 Qualityof Life の重要性がますます認識さ
れています。Qualityof Lifeを保つ上で最も大切な脳の機能を知ることは、大変重要な
課題です。残念なことに、脳の中でも特に高次機能を司る大脳の機能に関する研究は
未だ歴史が浅く 、ましてその老化に関しては、部分的にしかわかっていないのが現状
と言えましょう。そのような中でどこまで十分にお話しできるかわかりませんが、脳
の機能力ず生理的にどのような加齢変化をきたすのか、またその機序はどうなっている
のかについて述べます。

Summary 
"Quality of Life＂’namely living a life worthy of a human has become increasingly important since 
we are entering a society of increased longevity. It is essential to understand the function of the 
brain which is the most impoパantfactor for maintaining the quality of life. 

Unfortunately, the research on the function of cerebrum which controls high order functions has 
only a short history, especially with regard to aging, little has been elucidated to date. This lec-
ture deals with the changes in physiological function of the cerebrum as aging progresses as well 
as the mechanism of changes. 

Major contents 
Basic structure of the brain 
Changes in the cerebrum and nerve cells due to growth and aging 
Brain functions 
High order neuro functions; Memory, regressive changes due to aging and intelligence 

Sleep and wakefulness 
Appetite and food ingestion 
Sexual desire 
Physiological (normal) and morbid aging (Alzheimer disease etc.) 
Motor function 
Autonomic function 
Sensory function 
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AKIO SATO, M. D. 

Vice Director 

Tokyo Metropolitan Institute 

of Gerontology 
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図1：脳とその機能

｜高次機能｜

｜本能行動｜

｜運動機能｜

匿盈盟
｜感覚機能｜

御承知のように、脳は頭蓋骨の中に収まっ

た、約1.3kgのものです。図 1に示しますよ

うに、ヒトの脳は大脳皮質が著しく発達し、

たくさんのしわを形成していることが特徴で

す。大脳皮質には約100～200億個の神経細胞、

すなわちニューロンが含まれており、統合、

理解、判断、意思の決定、知能、学習、記憶、

言語などの高次神経機能を司っています。ま

た脳の他の部分とともに、本能行動、運動機

能、自律機能、感覚機能の神経調節を司って

います。

今日の私の話は、最初に脳の基本的な単位

であるニューロンとその支持組織について説

明し、次いで脳の関与する高次神経機能、本

能行動、運動機能、自律機能、感覚機能の順

で進めて参ります。

図2：脳の構成

Kulfler, S.W. & Nicholls, J.G. (1966) Ergeb. Physiol., 57: 1 
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くH出の系且店哉＞
脳の構成要素としてはニューロンが最も重

要なのは言うまでもありません。さらに、脳

には、ニューロンの約10倍とも言われる数の

支持細胞であるグリア細胞が存在します（図

2 ）。グリア細胞は、神経細胞を支持する役

割を持つばかりでなく、ニューロンに必要な

栄養を血中から取り込んだり、ニューロンの

排植物を血中に排出する働きをします。

したがって、神経細胞の機能が良く発達す

るためには、脳の血管も良く発達していて、

しかもグリア細胞の働きも正常に発揮するこ

とが大切です。脳の機能を考える上で、 3つ

の構成要素、すなわちニューロン、グリア細

胞、血管を常に念頭において考える必要があ

ります。

神経細胞は他の細胞とは異なり生後分裂を

中止します。ヒトの一生が約80ないし100年

としますと、その間生まれた時のままの神経

細胞が機能し続けます。つまり、他の細胞、

例えば皮膚細胞のように次々と生まれ変わる

ことはできませんから、生涯にわたっていか

にその機能を保たせるかが重要です。

脳全体の神経細胞は、約千億～一兆個にも

達すると言われています。この神経細胞が初

めから脳にあるわけではありません。発生の

過程で外匪葉由来の前駆細胞が分裂を繰り返

した後、その一部がニューロプラストという

細胞に分化し、さらに分裂と増殖を重ねてい

きます（図3）。

図3：中枢神経の発生と老化

｛＠ニューロンi （死）o己白

（分裂増殖）／－ i 
ニュー口ブラスト ¥ 

畠中寛（1990）蛋白・核酸・酸素，33:82より改変

IE. 
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胎生期のある時期にニューロプラストが多

数のニューロンに分化した後は、それ以上分

裂することはありません。神経細胞の形を成

した後も生後のある時期は、成長・成熟を続

け、機能を維持し続けます。ただし、強い酸

素不足、栄養不足などにさらされると、生体

は生き続けても、神経細胞は死んでしまいま

す。

また、大脳のニューロンは胎児期に分裂を

終えますが、小脳などでは、一部分ですが生

後も分裂する場合も認められています。脳の

各部位で神経細胞の発生の時期は異なります。

例えばネ見床下部のニューロンを例にとります

と、胎生13から15日で、外側視索前野、視索

上核などのニューロンが発生しますが、腹内

側核、乳頭体核、弓状核などは 2～ 3日遅れ

て発生します。このように、脳の中を詳細に

調べると、ニューロンの発生の時期が少々ず

れていることがわかります。

神経細胞の成長は、脳の大きさにも反映さ

れます。妊娠25日位の時におぼろげな形でみ

られる神経系は、 35、40、50、100日と大き

さを増し、妊娠 9カ月では、ほぼ脳の形も、

しわの形もはっきり見えてきます。

生後、神経細胞は分裂しませんが、成長を

続けますので、脳は重くなります。特に、生

後1年目の成長が著しく、生後8年位まであ

る程度成長し続け、 10歳位以降はほとんど変

化しなくなります。

そして、神経細胞の一部は加齢変化により、

萎縮、変性、脱落しますので、脳の重量は加

齢に伴い、 40～50歳頃から少しずつ減る傾向

にあります。

脳の切片標本を調べますと、老年性萎縮の

著しい例で、脳室が拡大し、脳実質が萎縮し

ていることが、肉眼でも認められます。この

ように脳の多くの部分で神経細胞が老年者で

脱落していくのですが、必ずしも全ての場所

で一様に脱落するのではなく、選択的に脱落

しやすい部分があります。

己

例えば、大脳皮質の細胞や小脳のプルキン

エ細胞などは50歳代以降、直線的に数が減っ

ていく傾向が認められますし、脳幹では青斑

核や黒質の細胞は脱落しやすく、他の細胞、

例えば下オリープ核、外転神経核、蝋牛神経

核の神経細胞は、比較的変性、脱落しにくい

という特徴があります。

個々の神経細胞について、さらに詳細に調

べますと、例えば皮質錐体細胞の突起が、加

齢に伴い少しずつ変形していくことが、

Scheibe Iらによって明らかにされました。神

経細胞は一般に細胞体と多数の樹状突起とそ

れに付属する spineと呼ばれる赫（きょく）

のような構造物、それに一本の軸索から成り

立っています。脳では樹状突起が著しく分枝

し、複雑な形をしています。樹状突起は、他

の神経細胞からの情報を受け取る上で重要な

部分です。加齢に伴って、まるで若木の枝が

枯れ木になるように、樹状突起と spineが減

少する例が報告されています。

樹状突起の情報を受け取る部分について、

もう少し詳しぐ申します。樹状突起と spine

には他の神経細胞の軸索の末端が多数終末し、

神経同士の連絡を作っています。この部分を

シナプスと呼びます。シナプスは・、神経細胞

軸索から次の神経細胞に向かつて情報を伝え

る部分です。

シナプスでは、神経細胞の軸索末端から次

の神経細胞に情報を伝えるための化学伝達物

質が分泌されます。化学伝達物質として脳内

には多数の物質が知られています。例えば、

アセチルコリン、ドーパミン、ノルアドレナ

リン、セロトニン、 GAB A、グルタミン酸、

その他多数のペプチド物質などがあります。

これらの化学伝達物質は、一般に加齢に伴

い減少します。例えば大脳皮質のアセチルコ

リン、ドーパミン、ノルアドレナリン、脳幹

のセロトニン等は、加齢に伴い明らかに減少

すると報告されています（表 1）。

シナプスの後側にある細胞には、化学伝達

/LSI.イノルシ－ (No.38) 94.3 
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表1：脳内神経化学伝達物質

神経化学伝達物質 正常老齢者

アセチ）~ コリン
｜（皮質）

（合成酵素）

ドーパミン

ノルアドレナリン ｜（皮質）

セロトニン

小川紀雄｛1981）脳のレセプヲ一、 p.362

より改変

表2：受容体の加齢変化（ヒト）

被前海尾殻頭状馬核葉 ＋＋ ＋ 中 50% A Ch ムスカリン 50% 
60% 
50% 

尾被淡黒蒼状殻質 核球

。
D・1

。。。
DA 

D-2 被尾淡黒状殻蒼質核 ＋中: ~g;. 
球 40%

50% 

S-1 議前頭葉 t ~g~： 
5HT t 25% 

S・2 海前馬頭葉 t 50% 
t 40% 

Morgan,D.G. & May,P.C. (1990) 
Handbook of Biology of Aging, p219より改変

物質の情報を受ける受容体（レセプター）が

存在します。受容体があって初めて情報の伝

達が可能となります。この受容体と老化の関

係については、アセチルコリンのムスカリン

受容体、ドーパミンのD2受容体あるいはセ

ロトニンのs1、s2受容体などの活性は、

いずれも高齢者で低下すると言われています

（表2）。

化学伝達物質も受容体も、生体内でそれぞ

れの合成酵素によって作られ、分解酵素によ

って分解されます。化学伝達物質あるいは受

容体が加齢に伴い減弱するということは、合

成酵素の機能が滅弱するか、あるいは分解酵

/LS.ιイノルシ－ (No.38) 94.3 

素の機能が充進するかの 2通りの可能性が考

えられます。一般に老化では、合成酵素の活

性が低下すると考えられています。

神経細胞の発生の早い時期にシナプスが形

成されますが、その際、多くの神経細胞が積

極的に死滅する現象がみられます。この現象

はアポトーシスと呼ばれます。 l個のニュー

ロンに、他の神経細胞から多数の軸索が仲び

てきますが、ある軸索の末端部がそこにシナ

プスを形成すると、遅れてそこに到着した他

の神経細胞の軸索末端は積極的に死んでいく

現象が知られています。

ニューロンの軸索が枝を伸ばして新しいシ

ナプスを形成することを sprouting（発芽）と

呼びます。この現象は、発生の段階だけでは

なく、成長期に入ってからも可能です。つま

り、神経細胞は、生後分裂できませんが、一

方では、神経の軸索の末端は、発芽して新し

いシナプスを形成し、情報伝達機能は発達で

きると言えます。神経の持つこのような能力

を可塑性と呼びます。

特にある神経細胞が傷害された時に、それ

に代わる線維が伸びてきます。このように軸

索末端は、神経が情報を伝える上で非常に重

要な役割を果たしている訳ですが、軸索末端

の機能を保つ上で重要なものとして、軸索輸

送があります。軸索で長いものは lmにも達

するのですが、その軸索の中には、液体がた

だ詰まっているのではなく、細胞骨格があり

ます。

細胞骨格は、線維状のタンパク質からでき

ているニューロフィラメント、マイクロフィ

ラメント、マイクロチューブル（微小管）で

作られています。細胞骨格に沿って、多数の

物質が運ばれます。例えば軸索の末端から分

泌される伝達物質の材料、あるいは合成酵素

等は細胞体から軸索末端へ、また不要な物質

を含んだリソソームなどの頼粒は末端から細

胞体へと運ばれます。これを軸索輸送と呼び

ます。

ι 
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この軸索輸送には、 1日に50cm位進む速

いものもあれば、 1日に 1～ 5mmしか進ま

ないゆっくりとした流れのものもあります。

Mcquarrieの成績によりますと、加齢に伴い

ラットでは、遅い軸索輸送はさらに遅くなる

ということが報告されています。

神経は、それではどうして発生の時期に、

あるいは生後もその軸索を伸ばしていくこと

ができるのでしょうか。大変興味深いことで

す。

神経が成長するには神経成長因子が重要で

あるということは、 1950年代に LeviMontal-

ciniによって発見され、その分子構造も

Cohen によって決定されました。

神経成長因子、 nervegrowth factor ( N G F ) 

は、中枢神経にも存在します。例えば、畠中

氏らは、前脳基底部の大型のコリン作動性ニ

ューロンの軸索が投射する大脳新皮質や海馬

には nervegrowth factorがあると報告してい

ます。さらに、その細胞には nervegrowth 

factorを発現するmRN  Aも存在しています。

この大脳皮質あるいは海馬で作られたNGF 

は前脳基底部の大型コリン作動性ニューロン

の軸索の末端に取り込まれ、細胞体まで逆行

性の軸索輸送によって運ばれ、コリン作動性

ニューロンの成長を促すと考えられています

（図4）。

NG Fは神経が成長を終えた後も、海馬や

大脳皮質で作られます。この事実からNGF 

図4:NG Fの作用

前脳基底野大型コリン

作動性ニューロン

己

新皮質・海馬組織

畠中寛（1988)Dementia, 2：・ 213

図5：老齢ヒ卜交感神経節の無血清培養

A B 

λ』刷、

福田潤（1989）脳・神経系のエイジングp103 

は、神経の成長のみでなく、神経細胞、この

場合コリン作動性の神経の機能を維持するの

に重要な働きを持つと説明されています。

福田氏らは、高齢者の交感神経節の細胞を

無血清培養し、 NG Fをかけると、通常はあ

まり伸びない軸索あるいは樹状突起の枝が著

しく伸びることを認めています（図 5）。こ

の事実は、条件を良くすれば高齢者の神経細

胞でも発芽する能力を持っていることを示し

ています。

細胞一般について言えることですが、神経

細胞内にも細胞内で不要になった物質を取り

込んで分解する働きを持つ細胞内小器官があ

ります。この小器官はリソソームあるいはラ

イソソームと呼ばれます。

リソソームの中には、多くの加水分解酵素

が含まれており、内部に取り込まれた物質は

加水分解を受けます。リソソームの膜が破れ

た場合には、加水分解酵素が細胞内に出て、

細胞の機能に障害を来すと考えられます。

Goto氏らは、マウスの肝細胞のリソソーム

の膜の安定性を調べ、加齢に伴いリソソーム

膜が、不安定になりやすいと報告しています。

神経細胞は先程から申していますように、分

裂・増殖しない細胞ですので、リソソームの

機能が障害されることは、細胞の機能にとっ

て大変な障害であると考えられます。このよ

/LSI.イルシー （No.38)94.3 
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脳は体の他の器官に比べ、酸素やエネルギ

ーを大量に消費する器官と言えます。脳の重

さは全体重のわずか約 2%と言われています。

脳に、全身を流れる血流の約14%が分配され

ます。また、脳の酸素消費量は全体のエネル

ギーの約18%に達します。さらに脳は栄養を

蓄えることができず、絶えずグルコースを必

要としています。

脳のエネルギー消費量は、グルコース代謝

率で表すことができます。脳の血流は加齢に

伴って低下します。同様に脳のグルコース代

謝率も加齢に伴い、徐々に減っていくつこと

が知られています（図 7）。

脳は肉眼ではわかりませんが、実は血管で

びっしり詰まっているといっても過言でない

ほど、血管のネットワークからできていま

す。この血管の隙間に、グリアと神経細胞が

あると考えてもよろしいでしょう。神経細胞

の側から考えますと、大脳皮質には神経細胞

が約100億個もあるわけですが、血管側から

みると、血管の合間合間に神経細胞とグリア

があるとも言えます。神経細胞の機能を維持

するために血管が隅々まで行き渡っているこ

とが明らかです。

脳の血管の重要性は、

うな細胞内小器官の加齢に伴う変化の研究は、

今後神経細胞について十分に行われる必要が

あると思われます。

図2で示しましたように、脳の中にはニュ

ーロンとグリアと血管があります。ニューロ

ンの数は加齢に伴い減少します。ではグリア

や血管はどうなるのでLょうか。

ニューロンが非分裂細胞であるのに対し、

グリア細胞は分裂・増殖する細胞です。先程

申しましたように、非分裂細胞であるニュー

ロンの数が加齢で減少するのに対し、分裂可

能なグリア細胞は加齢とともにむしろ増加す

ることが知られています。脳の重量が加齢で

増加せず、むしろ低下するのは、グリア細胞

がニューロンに比べて小型細胞であるため、

ニューロンの数の減少を反映しているものと

思われます。

加齢に伴いニューロンの数が減少し、グリ

ア細胞の数が増加すると申しましたが、 3番

目の構成要素である血管はどうかと申します

と、脳の血流は加齢に伴い、徐々に低下する

傾向があります（図 6）。脳の神経細胞に酸

素と栄養を運び、脳から老廃物と二酸化炭素

を運び去る脳血流が減少することは、脳機能

にとって致命的なことです。 このように機能面か

図7：グルコース代謝率の加齢変化（ヒ卜）図6：脳血流量の加齢変化
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より改変小林ら（1982)
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らだけではなく、臨床的にも重要です。何故

かと申しますと、平成3年度の厚生白書をみ

ますと、我が国では悪性腫蕩による死亡は27

%、心臓疾患による死亡率は20%、脳血管疾

患による死亡は14%です。脳血管疾患は、第

3位の死亡率を占めております。このように

脳血管の障害によって死亡率は著しく高まり

ます。あるいは死亡に至らないまでも、脳の

血管が傷害されると血管性痴呆になったり、

痴呆にならなくとも、次に述べますように、

脳の機能が様々に障害されてきます。従って

脳の血管は、脳の機能にとって非常に重要で

す。

く脳の機能＞

次に脳の持つ機能を 5つにわけで考えてみ

ます（図 1）。 1つは高次神経機能あるいは

高次精神機能と呼ばれる機能で、これには記

憶、学習、知能、言語などが含まれます。こ

れらの高次機能には、大脳、特に大脳皮質が

重要な役割を果たすと考えてよろしいと思い

ます。

次は本能行動で、これには性行動、摂食行

動、飲水行動などが含まれます。ここに睡眠、

覚醒も便宜上入れて考えてみます。大脳の新

しい皮質よりは少し下位の中枢、すなわち大

脳辺縁系、あるいは視床下部、一部脳幹が中

心的な働きをします。以上がいわゆる脳に固

有の機能と考えられます。

その他の3つの機能として、脳が末梢神経

系と密接な連携を取りながら発揮する、感覚、

運動、自律機能があります。

感覚機能とは、感覚神経を使って、外界あ

るいは内部環境の状態をモニターし、それを

認識するシステムです。運動機能とは、生物

が外界に向かつて積極的に働きかける機能で、

これは運動神経を使って行います。自律機能

とは、自律神経や内分泌系、あるいは免疫系

を使って内臓機能を調節する機能です。これ

らの感覚、運動、自律機能には中枢神経系、

と乙

図8：記憶の神経回路（Papezの回路）

帯状回

脳弓

植村研一（1984)Clinical Neurosci., 2:64より改変

すなわち脳と脊髄が関与していますので、脳

の機能を考える場合に欠かすことのできない

機能です。そこで、便宜上このように 5つの

機能に分けて考えてみます。

｜高次機能

1.言語

2.記憶・学習

3.知能

く知られています。

最初に高次神経機能

について考えてみます。

なんといっても老化で

問題となるのは、記憶

ではないかと思います

が、年を取ると記憶力

が鈍るということは良

記憶は脳のどこで行われるのでしょうか。

脳のどの部分で記憶が行われるかについては、

たくさんの説があります。ただし、いずれの

学説にも共通しているのは、海馬や海馬傍回

が主な役割を果たすという点です。ここに示

しているのは Papezの提唱した記憶の神経団

路ですが、海馬など大脳辺縁系を広く使った

ニューロン回路です（図8）。

記憶には、その他にも、視床、大脳の皮質、

特に連合野も重要な働きをすることは疑いあ

りません。さらに、様々の情報を脳に入れた

り出したりするには、感覚機能や運動機能も

充実していなければなりません。例えば、眼

/LSI.イルシー （No.38)94.3 
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図9：記憶のメカニズム

記銘 保持

短期記憶 長期記憶

感覚記憶｜ ｜ 1女官憶 I I 2次記憶｜ ｜ 3次記憶
刺激＋｜ ｜＋｜ ぺ ｜＋｜ ｜ ｜ 

1秒以内｜ ｜ 数秒 ｜ ｜数分～数年｜ ｜ 永久

数字復唱
数字逆唱

その日の食事内容 自分の名前
試験前の一夜漬け

Schmidt R.F編（1979）神経生理学より改変

や耳から外界の記憶すべき情報が入りますの

で、そういう感覚系の機能が重要ですし、記

憶した情報を外に出すには、話す、書くとい

うような運動能力も重要になってきます。

記憶のメカニズ、ムについての学説もたくさ

んあります。例えば、ある刺激あるいは情報

が外部から脳に入りますと、まずそれは瞬時

に認知され、そのままの形でごく短時間保持

されます。これを感覚記憶と呼びます。次い

でその情報の意味を理解した上で数秒間記憶

する過程があります。これを短期記憶、ある

いは 1次記憶と呼びます。この過程には記憶

の記銘能力が重要であると説明されます（図

9）。

l次記憶では、例えば、 1' 2' 3' 4な

どと数字を言ってそれを復唱させるテストや、

あるいはいくつかの数字を言って、その数字

を逆の順に復唱させるテスト、数字の逆唱と

いいますが、このようなテストが良く使われ

ます。

記憶の過程では、短期記憶で数秒以内に記

憶の記銘過程が終わり、やがてそれを今度は

長期記憶に送ります。長期記憶を記憶の保持

過程と呼びます。長期記憶には、数分から数

年にわたる 2次記憶と、一生続くほどの長い

記憶である 3次記憶があります。例えば、そ

/LSI.イJ／，，シー （Ni。.38)94.3 

図10：記憶の加齢変化（ヒト）
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Salthouse, T.A. et al. ( 1988) Psychology & Aging, 3:29より改変

の日何を食べたか、あるいは試験前の一夜漬

けの記憶などが2次記憶として取り上げられ

ます。 3次記憶の例としては、自分の名前な

ど、子供のころに覚えて一生忘れることがな

いような記憶があげられます。

よく、年を取ると最近のことはすぐ忘れて

しまうけれども、若い頃の出来事などは良く

覚えていると言われます。このグラフはヒト

の記憶の加齢変化について 3つのテストで調

べた結果を示しています。復唱テストで調べ

たl次記憶は、年をとるにつれて少し低下し

ています（図10）。

&!. 



8;/Eよさwe.五ce-一泣 －Quaf）／~-----of つ/3;Je

図11：再生と再認の加齢変化（ヒ卜）
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Schnfield, D. & Robertson, B.A. (1966) Can. J. Psych. 20:228 

対連合テストで調べた 2次記憶は著しく低

下しています。対連合テストとは、例えば数

字と言葉を対にして、 1ーネコ、 2－イヌな

どと覚えさせた後、数字を示して、それと対

になる言葉を言わせるようなテストです。

一方、 3次記憶は非常に加齢の影響を受け

にくいということが示されています。老年者

における記憶力の低下は、主に特に新しい情

報を体制化して貯蔵する能力の低下によるも

のであると考えられます。

この図は、 Schonfieldと・Robertsonの記憶実

験の結果です（図11）。被験者に24個の単語

のリストを与えて覚えさせ、自由再生あるい

は再認によりテストします。再認テストはリ

ストの中の単語を 4個の妨害単語とともに提

示し、その中の一つを選ぶというテストです。

再生のテストではリストの単語を空で上げさ

せます。再認過程は加齢に伴いあまり能力は

落ちませんが、自由再生のテストでは加齢に

伴い非常に落ちやすいようです。この結果は、

老年者における記憶低下には記憶を取り出す

機能の低下が関与していることを示唆してい

ます。

記憶実験というのは、ヒトのみならず、動

物を用いてもテストをされます。例えば、ラ

と乙

図12：迷路学習（ラット）
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Ingram, D.K. (1988) Neurobiology of Aging, 9: 475 

ットを使って迷路学習をさせる方法がありま

す。これは数分から数日間にわたって行う記

憶学習実験で、記憶の分類に従うと、 2次記

憶のテストに相当します。若いラットではエ

ラーが少ないのですが、年を取るに従って、

エラー回数が増えます（図12）。すなわち、

図13：老化ラットの水迷路学習に及ぼす
NG Fの効果（ラット）
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図14：学習に対するaFG Fの効果（ラット）
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大村 裕、佐々 木和男（1992）老化と脳， p176

2次記憶が低下する様子が示されます。

迷路学習能力が著しく悪い老化ラットに神

経成長因子（NGF）を側脳室内に4週間投

与しますと、迷路学習の能力が良くなったと

いう成績も報告されています（図13）。すな

わち、記憶は、ラットにおいても、脳の中に

何らかの物質、神経成長因子のような物質を

投与することによって改善が可能であるとい

うことです。

中隔 medialseptumと海馬との聞の神経団

路を切断した例では学習機能が非常に悪化し

ます。そういう状態でNG Fを脳室内に投与

しますと、やはり記憶・学習能力が改善する

と、畠中氏は最近発表しています。

また最近大村氏らは大変興味ある成績を示

しています。 acidicFGF fibrobrast growth fac-

torというサイトカインの一種は、摂食時に

脳内に大量に出てくることが知られています

が、この物質をラットの脳室内に入れますと、

受動的回避学習の効果が改善されるようです

（図14）。

この acidicF G Fは血中のグルコースが高

くなると出てくる物質なので、グルコースが

/LSI.イJレシー （No.38)94.3 

学習にどのような影響を与えるかを調べた仕

事もあります。

グルコースを投与すると学習効果が上がり

ます。あらかじめ acidicF G Fの抗体を投与

しておきますと学習効果は上がりません（図

15）。したがってグルコースそのものという

図15：学習に及ぼすブドウ糖の効果（マウス）
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図16：知能の加齢変化
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より、グルコースの血中濃度の上昇とともに

脳内に出てくる acidicF G Fのような物質が

記憶・学習効果を改善していると説明されて

います。

このように記憶・学習の能力は、脳内の記

憶に関する神経回路とそれに影響を与える物

質によって決められるという実験成績が多数

報告されつつあります。そういう記憶・学習

に影響を与える物質は、神経団路を使えば使

うだけ脳の中に大量に出てくると考えられま

すので、日常よく言われるように、頭を使え

ば使うほど頭が良くなるとか、記憶の低下が

防げるということにもつながると考えられま

す。

高次神経機能の中で、大切なものに知能が

あります。知能は、現実には様々な要素を持

っているので、一口にはなかなか言えません。

1960年の前半頃までは、知能は老化によって、

一様に低下してくるというように考えられて

いました。ところが1960年代になってから、

もう少し知能というものの質を考えて、それ

ぞれの質の異なる因子を取り出して、加齢変

化を調べるように研究が改善されてきました。

例えば Greenらは、知能を、言語を用いた

テストと、体を動かすような動作性テストを

己

図17：知能の生涯変化
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柄沢昭秀（1989）脳・神経系のエイジングp227

用いて大きく 2つに分類しています。言語を

用いたテストの成績では、知能は加齢に伴っ

て減弱するどころか、むしろ良くなると言う

結果が得られました。それに対して動作性テ

ストと呼ばれる体を用いて行う知能テストの

成績では、知能は確かに加齢に伴って低下す

るということがわかりました（図16）。

柄沢氏らは、このような研究を十分に考慮

して、知能というものは、非常に個人差があ

るけれども、主に言語性テストに反映される

知能、結晶性能力は加齢によってあまり影響

を受けないけれども、動作性テストに反映さ

/LSI.イルシー （Ni。.38)94.3 
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れる流動性能力は加齢に伴って著しく低下し

やすいということを、提唱しています（図17）。

すなわち知能は、個人差が著しいけれども、

一般的に結晶性能力は加齢に伴い低下せずに、

流動性能力は低下しやすい傾向にあると言え

ましょう。結晶性能力が低下しないと言うこ

とは、高齢者にとって非常に重要なことであ

ります。良く例に上げられるのですが、 ドイ

ツの文豪ゲーテがファウストを完成したのは

80歳を越えてからですが、これは高度な結晶

性能力は80歳になっても十分発揮しうるとい

うこと を物語っていると思います。次に本能

行動についてお話しします。

｜本能行動

1.性行動

2.摂食行動

3.飲水行動

4.睡眠・覚醒

脳の機能の一つ に睡

眠 ・覚醒のリズムがあり

ます。年をとると眠りが

浅い、眼が覚めやすい、

あるいは、昼間でも眠い

など、いろいろな症j犬が

出てきます。

睡眠 ・覚醒のリ ズムは

ヒトにも動物にも ありますが、睡眠と覚醒の

リズムの本体については未だに議論のあると

ころです。これは、少々古くなり ましたが、

非常にわかりやすいので Jouvetの説を示して

図18：睡眠 ・覚醒におけるモノアミンの役劃

バ号、、J、
~ffi 戸孟l

G安
γ~t~γ － 

ノルアドレナリン

Jouvetの説に基づく SchmidtR. F編（1979)

神経生理学

/LSI.イノルシ－ (No.38) 94.3 

います（図18）。生体には生物時計が脳の中

にあり、この生物時計が睡眠と覚醒を支配し

ているという考えです。この説では脳内のセ

ロトニンを含んだ縫線核あるいはノルアドレ

ナリンを含んだ青斑核あるいはアセチルコリ

ンをたくさん含んだ脳幹網様体が関与し、そ

れぞれがあるリズムで働いていて、その結果

覚醒とか、ノンレム睡眠とかレム睡眠が起こ

ると考えています。先ほど申しましたように、

この学説には異論もあり ますが、このように

考えると大変わかりやすいかと思います。

睡眠を調べる方法には、ヒトや動物の行動

を観察し、睡眠の状態を捕らえる方法も あり

ますが、もう少し詳しく脳波で睡眠の深さを

調べることもできます。脳波を用いて睡眠の

状態を解析しますと、覚醒している時期、あ

るいは普通の睡眠にも stage1、2の浅い状態

から、 stage 3、4の深い状態まである ことが

わかり ます。それから、夢を見ているよ うな

状態の時、このような時には、stagelに似た

脳波がみられますが、この時には眼球が素早

く動いており 、この状態をレム睡眠と呼びま

す （図19）。

このような方法でヒトの睡眠・覚醒のリズ

ムを調べますと、年をとってくると、stage3、

図19：睡眠・覚醒と脳波 （ヒト）

ノンレム
睡眠

覚醒 "1＼、ify..～w‘，，.付州［件~IVγ，＼I
θi庄＋s；度

鋭7鹿

2内吾～山ザゆM 州 紡 蹴

3 M/Jlf'山内吋I1/ ，；.竹内＼ l.Jll~Ml叫λ S波

4川刷山川 s波

レム蹴ゆ叶竹叫品川川れ川~0波
E”ρ 

鈴木寿夫（1989）標準生理学第2版， p371より改変

fu 



B_i/e-c5c;e:五ce-&-2ua:1rr~-----o/ B1/e 

4の深い眠りが少なくなるという特徴があり

ます。Timirasの言うように浅い睡眠である

stage 2では、脳波上、比較的低振幅の徐波が

連続し、時々睡眠紡錐波が出現しますが、こ

の時期の長さは若くても年をとってもあまり

変わり ません。一方、深い睡眠状態である

stage 3, 4で観察される高振幅の 3波は、年

をとると著しく滅り、またレム睡眠も減って、

脳波上の覚醒、および眠気がさした状態であ

るstage1は高齢者で増えてきます。

すなわち、通常言われるように、脳波の上

からも高齢者では深い眠りが非常に少なくな

ってきて、浅い眠りが多くなり ます。ただし

腫眠の絶対量はあまり変わっていません。よ

く年を取ると眠りにくくなると言いますが、

単純に睡眠の長さが短くなるということでは

ないようです。

睡眠・覚醒が最適な例ですが、生体にはそ

れ以外にも昼と夜で変動が観察されます。例

えば血圧は日中高く夜低くなる傾向がありま

す。また、体温も日中高く、夜は低下する傾

向カfあり ます。このような一日の聞におこる

リズムを日内リズムと呼んでいます。体温の

日内リズムをみますと、成人では日中高くて

夜低くなり ます。ところが高齢者では日中あ

まり高くなく、夜はかなり低くなり ます。

日内リズムのような生体リズムについて一

般化して考えますと、高齢者ではリズムの周

期は成人と変わらないが、変動の振幅が小さ

くなる傾向があります （図20）。

図20：生体リズムの加齢変化

生体リズム

成人

老年者

佐蕊優子ら（1991)Clinical Neurosci., 9: 541 

と乙

どうしてこの生体リズムが高齢者で衰える

のでしょうか。生体リズムの発信元として、

視床下部の前の方にある視交叉上核のニュー

ロンが生体時計の役割を持っていると考えら

れています。この核内のニューロンの数が加

齢に伴って非常に減少する事実を Swaabが報

告しました。恐らく、生体時計が壊れたり、

あるいは機能を失うとリズムの振幅も小さく

なるのではないかとも考えられます。しかし、

詳しいことは、今後の研究が必要と思われま

す。

本能行動の一つに摂食行動があります。摂

食行動は食べるかあるいは食べないかという、

2つの神経機能から成 り立っています。その

機能は、古くから視床下部の核が司るといわ

れています。

視床下部の外側野の部分は摂食中枢と呼ば

れていまして、ここが働くと食べるようにな

り、破壊されると食べな くなり ます。それに

対して、視床下部の腹内側核という核は、満

腹を感じるニューロンが集まっている核です。

ここのニューロンが活動するともう食べな く

なります。ここを破壊すると、過食になり、

肥満になり ます（図21）。

図21：満腹・摂食中枢

脳梁

尾状銭尾

内包
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（｝異食中IIB:l心方？
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小野武年（1989）標準生理宅p357 
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確かに年をとると、食物の摂取量は若いヒ

トに比べて低下してくることは疑いの無いと

ころです。高齢者では加齢に伴いエネルギー

の基礎消費量も減り、活動のためのカロリー

の消費量も滅ります。

エネルギーの消費量や活動の量が減るため

に、食物の摂取量が減少するのでしょうか。

それとも脳の摂取中枢や満腹中枢のニューロ

ンの機能が変わってくるために年をとると食

物の摂取量が低下するのでしょうか。現在の

ところ、どちらが先か決められておりません

が、大変興味あるところです。

それに対する答の一つの例としては、食欲

を起こすのに、オピオイド受容体が重要でな

いかと言われており ます。例えばラットでオ

ピオイド受容体をプロックするナロキソンを

投与しますと、食欲がでないので、摂食量は

低下しますが、この低下の度合いが、老化ラ

ットでは非常に少ないことが示されています

（図22）。すなわち、老化ラットでは、オピ

オイド受容体が滅少しているのでナロキソン

の効果がないという考えが出てくるわけです。

このように食欲を起こす脳の機構には、オピ

オイド受容体のみならず、多数の神経団路が

働いていると考えられますので、それぞれの

部分の加齢変化が今後、研究の対象になると

思われます。

次に本能行動のーっとして性欲について考

えてみますと、 性欲もまた加齢変化を受けや

すいことで良く知られている本能行動です。

どちらもこのように30歳から90歳にかけて

徐々に低下している様子がわかります。

性欲では、視床下部の核、あるいは大脳辺

縁系の核が重要な役割を果たすと古くから証

明されています。特に扇桃核が重要な部分で

はないかという考えもあります （図23）。 い

ずれにせよ、その神経団路の個々の部品の働

きが、あるいは全体の働きが加齢に伴い著し

く低下してくると考えられます。

HofmanとSwaabは、視床下部の内側視索前

/LSI.イJレシー （No.38)94.3 

図22：食欲に対するナロキソンの効果 （ラット）
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より改変

図23：大脳辺緑系の主な部分
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図24：性的二型核のニュー口ンの加齢変化
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野にある性的2型核の神経細胞数の加齢変化

を調べています（図24）。この核は性行動の

動機付けに関係すると言われます。細胞の数

は、出生とともに増えてきて、女性では 5歳

頃から神経細胞が急激に減少し、男性ではそ

の後徐々に減っていくということを示してお

ります。すなわち、性的欲求というものも、

中枢神経の 2型核のニューロンの数で決めら

れるという考え方もあります。

では、どうしてこの神経団路が傷害される

かというところになりますと、これには2つ

の考えがあるかと思います。一つは神経団路

そのものが傷害されていくという考え、もう

一つは良く知られていますように性ホルモン、

すなわち、男性では血中の男性ホルモン、女

性では血中の女性ホルモンが末梢の生殖器官

の精巣及び卵巣から分泌されにくくなるので、

末梢の生殖器官が萎縮します。その結果とし

て性ホルモンが血中に出にくくなります。そ

うすると、生殖器官を刺激する性腺刺激ホル

モンが代償性に増加し、その結果中枢神経系

の性欲中枢の機能が異常を来たします。すな

わち、末梢に原発性の変化があり、それに伴

って代償性に性欲中枢の機能が異常を来す、

そういう考えもあるかと思います。このどち

らが大きく関与しているかは今後の研究が必

要です。このように本能行動の中でも、特に

生殖にとって重要な性欲機能というものは、

加齢の影響を受けやすい特徴があります。

生理的老化
病的老化

老化を生理的老化と病

的老化に分ける考え方が

あります。生理的老化と

いうのは病気でないのに

必然的に加齢に伴って起

こる老化を言います。一方、病的老化とは、

老化に伴って病気が起こり、その病気がさら

にその老化過程を促進するという老化を言い

ます。実際にこの両者を明確に分けることは

難しいのですが、通常はこのように分類され

ています。

己

表3：老人脳における微細所見

第1群（より生理的と考えられる老化性変化）
1）神経細胞の減数
2）単純萎縮
3）リポフスチン
4）アミ口イド小体
5）軸索ジストロフィー
6）マリネスコ小体
7) トルベドー形成

第2群（より病的と考えられる老化性変化）
1）アルツハイマー神経原線維変化
2）老人斑
3）血管アミロイド変性
4）レビー小体
5）頼粒空胞変性
6）ピック球
7）平野小体

平井に基づく朝長正徳（1989）脳・神経系の

エイジングp4

老化の過程を生理的老化と病的老化に分け

た場合、生理的な老化でも知能は加齢ととも

に変化します。この時、知能の中でも結晶性

能力は十分保たれますが、流動性能力は減少

しやすい特徴があります。しかし、ある病気

になると、生理的老化の過程で保たれており

ました結晶性能力も非常に失われていきやす

いということもあります。これは明らかに病

的な老化の一例です。

ここで、生理的な老化と病的な老化のそれ

ぞれで実際に脳の神経細胞を組織的に検討し

ますと、まず生理的老化では神経細胞の減少、

ある時点での萎縮、あるいはリポフスチンと

いう色素が沈着しやすくなるなどの現象を認

めます。また、アミロイド小体、軸索ジスト

ロフイー、マリネスコ小体、 トルペドー形成

などと呼ばれるような変化も起こります（表

3）。

それに対して、病的老化の中にも様々な病

気によるものがありますが、それぞれの病気

に特徴的な組織的変化を来します。例えば、

様々な病気で、アルツハイマー原線維変化、

老人斑、血管アミロイド変性、レピー小体、

頼粒空胞変性、ピック球、平野小体などが出

/LSI.イルシ－ (No.38) 94.3 
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表4：免痕組織化学による種々 構造物の比較（ヒト）

p-tau ユビキチン NF 200K MAP2 PHF チュプリン アクチン

PSPタングJレ ＋＋ ＋ 一 ＋ * 一 一
ANT itt ＋ 一 ＊’ tit 一 一
ピック噌銀球 併 ＋ 一 ＋十 村十 一 一
ピック細胞 ＋／ー ＋ 刊十 ＋ 一 ＋ 一
平野小体 ＋ 一 一 ＋ 一 一 * 頼粒空胞変性 一 ＋ 一 一 一 一 一
レピー小体 一 ＋ ＋／ー 一 一 一 一

朝長正徳（1989）脳・神経系のエイジングp27

図25：アルツハイマー神経原線維変化と老人斑
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平井i失策（19日9）・脳・ 4中経系のヱイジング p247より改変

現します。老化に伴う異常な物質の変化が

生じますと、それに関係する異常なタンパ

クも見つかっています。

例えばアルツハイマー原線維変化ですと

リン酸化したタウとか、ユピキチンの出現

が知られています。それに対してピック氏

病ではNF200Kというものがでてきた

り、あるいは平野小体にはアクチンがある

というようなことが知られています（表4）。

ここでアルツハイマー病を一例として取

/LSI.イJレシー （No.38)94.3 

り上げてみます（図25）。アルツハイマー

病には50歳くらいに発症する早期アルツハ

イマー病と、 60～70歳になって発症する遅

発性のものがありますが、臨床的にはどち

らも知能の低下、異常行動を認める特徴が

あります。病理的には神経細胞のアルツハ

イマー原線維変化、あるいは脳内に老人斑

ができるという特徴があります。アルツハ

イマー原線維変化ではリン酸化したタウタ

ンパクとかユピキチンが出てくると言われ

己
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ています。

それに対して、老人斑には戸プロテインと

いう物質が存在します。この戸プロテインは

その前駆体のタンパク Ap Pからできます。

この前駆体タンパクであるAp Pが分解酵素

によっていくつかに分類されて、その一部が

戸タンパクとなる事実まで、現在わかってい

るかと思います。このAp Pの成因を考える

上で、 Ap Pの出現には第21番目の染色体が

重要であるらしいということが家族性アルツ

ハイマー病のケースを研究している過程で最

近わかってきているようです。

話をタウタンパクのところに戻しますが、

このタウタンパクは正常脳にあるのですがア

ルツハイマー病の場合には異常にリン酸化し

て不溶性のリン酸化タンパクができるという

ことが井原氏らによって示されました。その

後、このリン酸化をする酵素は特別なタウタ

ンパクのリン酸化酵素であるということが石

黒・今堀氏らによって示されています。この

タウタンパクのリン酸化酵素としては 1型と

2型の 2種類が見つけられています。アルツ

ハイマー病での研究ではありませんが、この

リン酸化酵素は、例えばピトのグリオーマ細

胞を用いて、細胞の分裂するある時期、この

例では前中期とか分裂中期にのみこのリン酸

化酵素が出現してくることが明らかになって

おります。これに、ある細胞で、細胞の分裂

のある特定の時期にだけ出てくるリン酸化酵

素があり、それを染める抗体も稲垣氏らが見

つけておりますが、こういう方法を用いると

今後リン酸化酵素の研究もいっそう進むもの

と思われます。

アルツハイマー病では神経細胞の中に異常

物質ができたり、あるいは細胞の外に老人斑

のような異常物質が蓄積されたりしますが、

その結果細胞が変性し、脱落して参ります。

細胞が変性、脱落するということは、成長因

子のようなものが少なくなるから変性、脱落

するという考えがあります。ところが、アル

己

ツハイマー病では特に神経成長因子が減るわ

けでもありませんので、それだけでは説明が

つきません。それともう一つは、アルツハイ

マー病の脳をみますと、必ずしも神経変性・

脱落だけではなくて、神経の末端がむしろ異

常に増殖している例も井原氏らは見つけてお

ります。

この原因としては神経成長因子が増えてき

ているという考えもあるもですが、特にアル

ツハイマー病で神経成長因子が増えているこ

とも証明されておりませんので、内田氏らは、

別な考えをもちまして、神経の成長因子を抑

えるか、あるいは神経の成長を抑える神経成

長抑制因子の存在を仮定して、最近この抑制

因子を証明しております。この神経成長抑制

因子は、 68個のアミノ酸からなり、メタロチ

オネインに大変似た物質であるということが

わかってきました。

この神経成長抑制因子の抗体を作って、ア

ルツハイマー病の脳を染めてみますと、おも

しろいことにアルツハイマー病患者では大脳

皮質の表層から染まりにくくなり、神経成長

抑制因子が減っているということが見つかり

ました。すなわちアルツハイマー病では神経

成長抑制因子が減っています。，したがって、

内田氏は、部分的に神経は発芽しやすい状態

にあると説明しています。

このアルツハイマー病の研究を行う上では、

いろいろの攻め方があり、異常な物質面から

攻める方法もその一つです。ところで高齢者

で痴呆というものは、決してアルツハイマー

病だけではなくて、その他の原因もたくさん

表5：痴呆の診断分類

アルツハイマー型
脳血管性痴呆

特定困難

老年痴呆 そのf也

1988年 23.7% 31.4% 44.9% 

1980年 12.6% 36.4% 51.0% 

4丙沢昭秀（1989）痴呆はどこまでわかったか p15
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あります。その中でも最も重要と思われるの

が脳血管性痴呆であると思います。

柄沢氏らは日本では痴呆の診断をする時に、

アルツハイマー型老年痴呆より、脳血管性痴

呆が著しく多いということを報告しています

（表5）。例えば、 1988年の成績ですと、ア

ルツハイマー型痴呆は23%、脳血管性痴呆は

31%、その他の病気は44%という分類をして

います。確かに、最初にお話ししましたよう

に、脳の神経細胞の働きというのは、グリア

細胞と血管によって維持されるわけですから、

神経細胞そのもので生きているわけではなく

て、グリア細胞と血管の助けを借りて、そし

て正常の働きをできるわけですから、もしも

血管障害があって、血流が悪くなるとすれば、

これは神経細胞に取って大変不都合を来たし

ます。

アルツハイマー病で良く知られている事実

に、 Whitehouse氏らが報告していますように、

前脳基底部に細胞を持つコリン作動J性のニュ

ーロンの細胞体が非常に変性しやすいという

ことがあります。もちろんアルツハイマー病

では、これだけが変性するのではなく、他の

脳幹の核、例えば青斑核とか、縫線核の細胞

も変性・脱落しやすいのですが、特にこのコ

リン作動性の大きな細胞群が変性・脱落しや

すいということが報告されています。

この細胞の軸索は大脳皮質や嘆球や海馬に

そのアセチルコリン性の神経線維を投射して

います。実はこのコリン作動性のニューロン

が一体生理的にどのような働きを持つのかと

いうことが、数年前まではわかっていません

でした。

アセチルコリン合成酵素の加齢変化を見ま

すと、加齢と共に減少することがわかります

（図26）。しかも大脳皮質のアセチルコリン

を受けて働くムスカリン受容体も加齢に伴っ

て減少しています（図27）。

アセチルコリンに対して、中枢にはムスカ

リン受容体に加えてニコチン受容体もあるの

/LSI.イJレシー （No.38)94.3 

図26：大脳皮質のACh合成酵素の加齢変化（ヒ卜）
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図27：大脳度質ムスカリン受容体数の加齢変化
（ヒト）
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医協：大脳皮質のニコチンの受容体数の捕令変化
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図29：マイネルト核刺激による大脳度質血流の増加（ラット）
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いますので、脳においても恐らく血管に作用

し、血流を増やすような役割を果たしている

のではないかと推定し、この血管拡張作用に

ついて、過去 5年間研究してまいりました。

その研究の一部をご紹介いたします。

麻酔したラットを用いて、マイネルト核を

刺激しますと、大脳皮質の血流が著しく増え

ます（図29）。その時に、このコリン作動性

の神経が投射している皮質だけが、赤く染ま

って増えまが、その際に、このグルコース代

謝にほとんど変化がないという特徴がありま

/LSI.イノルシ一例o.38)94.3 

ですが、このニコチン受容体もこのように加

齢に伴って減っていくということがわかって

います（図28）。一体このコリン作動性の神

経は何をしているのか、良くわかっておりま

せんでした。多分、高次神経機能に重要な役

割を果たすものと想像されていましたけれど

も、良くわかっていなかったのです。

私はこれまで自律神経の研究をしてきてお

りますので、コリン作動性神経といいますと、

自律神経の分野では末梢器官に分布するコリ

ン作動性血管拡張神経というものが知られて

己
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す。古くから言われていることですが、脳の

局所の血流は、神経細胞が活動してグルコー

ス代謝が増えると、その結果、代謝性に血流

が増えるという考えがあったのですが、この

例で明らかなように、脳の局所血流は代謝と

必ずしも一致しなくて、代謝が変わらなくて

も、局所の血流自体が増えるという成績が出

てまいりました。

脳の血流の増加反応は、アセチルコリンに

よって起こっていると考えられます。そこで、

ムスカリン受容体のアンタゴbニストであるア

トロビン、あるいはニコチン受容体のアンタ

ゴニストであるメカミラミンなどを投与しま

すと、このように大脳皮質にみられた血流の

増加反応というものは、著しく滅弱します

（図30）。

この際、大脳皮質の細胞外のアセチルコリ

ンの濃度をマイクロダイアリシス法を用いて

測ってみますと、マイネルト核を刺激すると、

アセチルコリンの放出量が増えてくるという

ことが、麻酔したラットを用いて証明されて

います（図31）。

以上の成績からマイネルト核は大脳皮質の

アセチルコリンを増やし、そして血管を拡張

することが明らかにされました。

ただ今の事実は、麻酔したラットの実験に

よって証明したものですが、無麻酔のラット

をハンモックにつり下げて、様々な刺激を加

え、脳血流の反応を見る実験も行っています。

これは歩かせた例ですが、歩かせると脳の血

流が増えることを証明することができました

（図32）。

歩いている最中に、このように脳の血流が

増えますが、この血流の増加反応に、コリン

作動性の因子がどの程度関与しているかが大

変興味あるところです。そこでムスカリン受

容体のアンタゴニストであるアトロピンを使

うと、歩いている最中に起こる血流の増加反

応は滅弱しますし、あるいはアトロピンの代

/LSI.イルシー （No.38)94.3 

図31：マイネル卜核刺激による大脳皮質アセ
チルコリンの増加（ラット）
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図32：歩行によるラット脳血流量の変化
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わりに、ニコチン受容体のアンタゴニストで

あるメカミラミンを投与しておきますと、や

はりこの反応は減弱することが証明されまし

と乙
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図35：コリンエステラーゼ阻害剤投与による
アルツハイマー症状の改善と脳血流改善
との相関

図33：歩行によるラット脳血流量変化に友ぼす
アトロビン・メカミラミンの影響

省－

nu

柳剖
M
G刷
出
府
民
『
迅

B after ATRS"';Jh-,:1 
• -l 700 

＿＿＿＿；…＼ー：；」
コ：；i

ー1

． 
0 10 

アルツハイマー症状の改善

Hunter el al.(1993) Alzheime『・sDisease: 
Advances in Clinical and Basic Research,p574 

20 
ー2
-10 

).O同 L
D after MEC ・・-r mv s.c., ~BOO 

→600 

...J 400 
mm Hg 

3120 
BO 

40 

情 －：.＆

CBFー／ぺ＼ー

MAP 

CBFーノ（＼ー

walking, 30s 

MAP 

ハイマー病で障害されることから、何か高次

機能にも影響を与えるのではないか、という

ところまで、現在の研究は進んでいるように

思われます。

アルツハイマー病の治療を考える上で、先

程お話ししましたように脳血流が低下してい

るとすると、血流をどのようにして改善する

かという考え方があります。これとは別に、

アルツハイマー病ではコリン作動性神経系が

障害されますので、分泌されたアセチルコリ

ンを分解させないように、すなわちコリンエ

ステラーゼを阻害するような薬物を使ったら、

アルツハイマー病の症状が良くならないだろ

うかという考えがあります。アルツハイマー

病の症状を改善させた時、脳血流がどのよう

になるかという成績がイギリス、アメリカで

研究されていまして、このように、ある相闘

が示されております（図35）。

これは今後も議論されなくてはいけない問

題と思いますけれども、確かに脳血流を良く

するような治療も重要ではないかというデー

タであると思います。あるいは薬物を用いな

くても、何らかの形で脳の血流を良くするよ

うな治療法が開発されれば、それがアルツハ

イマーの症状改善に役立つ可能性もあると私

図34：歩行による前頭葉、後頭葉、運動野の
血流変化

た（図33）。すなわち、歩いている時に、脳

の皮質の血流は、コリン作動性の神経を活動

させ、その結果、皮質の血流が増えるらしい

ということがわかってきました。

この脳血流の増加は、歩くという運動に重

要な中枢である運動野の血流ばかりでなく、

このように歩行に直接関係ないと思われる前

頭葉や後頭葉でも見られますので（図34）、

これは脳全体に起こっている、むしろ覚醒反

応、的な意味を持ったシステムではないかと考

えられます。このようなシステムが、アルツ

/LSI.イルシー （No.38)94.3 己



B1Je－可:5c.re---nce-&-2ua.f)li70/-.81Je 

は考えております。

次に、運動機能につい

てお話ししてみましょう。

加齢に伴い運動機能が低

下することは間違いあり

ませんが、それも運動の

質によってずいぶん低下

の度合いは異なるようで

す。ゆっくり歩くような

運動ですとあまり影響ないと思われますが、

垂直跳びのようなものですと、大変機能が低

下しやすい特徴があります。運動機能の評価

としてよく臨床的に使われるものには、筋力

や握力があります。垂直跳ぴの筋力は、男女

共に20歳位をピークにして、直線的に落ちて

きます。また握力も同じで、 20～25歳位をピ

ークにして、低下してきます（図36）。

では、どうしてこういう運動の低下がおこ

るかということを知ることが大切ですが、運

動というものを考える際に、運動はどうして

できるのか、ということを考えてみる必要が

あります。運動は筋肉の収縮によって行われ

ますが、それは筋肉に分布する運動神経の指

令に基づいて起こります。筋肉と運動神経を

まとめて運動単位と呼ぴますが、この運動単

位が働くには、脊髄、脳幹、さらに大脳皮質

の運動野というところから命令が下ると、通

常理解されています（図37）。

では、大脳皮質の運動野の神経細胞が、ど

のようにして働くのかということになります

と、これは少し複雑です。これが働くには、

動機づけの領域、連合野が重要です。これら

の領域でまず運動を行おうという動機が生じ、

その動機を大脳皮質に伝えるのですが、その

前に、その情報を大脳基底核とか、小脳、視

床に送ります。そして最終的に大脳皮質にそ

の情報が、ずいぶん回りくどい道をたどって

伝えられ、運動野に来ますと、その運動情報

は運動神経に伝わって筋肉を動かすことにな

ります。

｜運動機能

1.運動

2.歩行

3.姿勢

4.岨噌

/LSI.イノルシ－ (No.38) 94.3 

図36：握力の加齢変化

50 

40 

n

u

n

u

 

q

u

n

ζ

 

（
四
五
）
宍
製

10 

0 10 20 30 40 50 60 70 
年齢

東京都立大学身体適性学研究室（1980)

図37：運動調節
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筋肉が収縮すると関節が動きます。この筋

の収縮や関節の動きは、逆に筋や関節の受容

器を刺激します。そして受容器からの情報は

再び脳に行って、今どういう運動をしている

己
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ということ をイ云えることができ ます。また、

運動野からの情報は、 小脳とか大脳基底核に

戻って行って、今どの程度の運動をしようと

しているかという ことをフィ ードバックさせ

ます。 すなわち、運動というものは、決して

大脳皮質の運動野のニューロ ンが活動してそ

のために運動が起こるという ような単純なも

のではなくて、その過程で運動を起こそうと

する動機とか、あるいは運動を起こしている

最中の情報を常に小脳とか大脳基底核にフィ

ードパック させ、さらに運動が起こるとその

運動の状態を筋や関節の受容器を通して脳に

伝え、複雑な制御のもとに運動が起こり ます。

すなわち、運動というものは、脳と末梢の運

動神経と骨格筋、それと末梢の感覚器官が共

に働いて初めて正常な運動が成り立つのです。

筋肉には 2種類、速い筋肉と遅い筋肉とが

あるのですが、速い筋肉は非常に加齢の影響

を受けやすく 、機能が低下しやすい特徴があ

ります（図38）。 速い筋肉を司る運動ニュー

ロンは非常に変性しやすいという性質もあり

ます。脊髄反射である腫反射を御存知と思い

ますが、この健反射は加齢に伴って非常に機

能が低下しやすくなります。すなわち反射も

図39：脳内ドーパミン系の加齢変化 （ヒト）
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悪くなり ます。神経の伝達速度も、運動に関

係のある有髄線維は、伝達速度が少し遅れが

ちになる、というようなことが古くから知ら

bf. 
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れておりました。

一方で、運動を司る多くの中枢の中で、運

動に特に重要といわれる大脳基底核の一つに

線条体があります。線条体には脳幹の中脳に

ある黒質からドーパミンを含んだ線維が投射

しておりまして、そのドーパミンの量が加齢

に伴い著しく低下します。そLてドーパミン

の量だけでなくて、ドーパミンを受けるドー

パミン受容体、これには 1と2が研究されて

おりますが、この 2の受容体が特に老化で減

っていくということがわかっています（図39）。

だから、運動の微妙な調節、繊細な動作とい

うものは、高齢者で行われにくくなるという

ことが説明されています。パーキンソン病と

言われる疾患では、このドーパミンの量が著

しく減ることが知られていますが、パーキン

ソン病に限らず、高齢者ではこのドーパミン

系のシステムがこのように障害されていると

考えられます。

それに加えて、高齢者では、平衡感覚機能

も衰えてきますので、繊細な運動が機能低下

するだけでなくて、例えば、立った姿勢で重

図40：立った姿勢での重心移動
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伊東元ら（1987）老化を探る p166 より改変
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心動揺を調べますと、このように著しく重心

動揺、ふらつきが大きくなるという特徴もあ

ります（図40）。

ですから、年を取ったヒトはふらふらして

いるので、階段からとか、高いところから転

落する事故の起こる危険性が高くなってきま

す。

こういうことを考えて運動機能というもの

が、脳とのつながりで加齢変化を来すという

ように理解する必要があると思います。

｜自律機能

1.循環

2.呼吸

3.消化・吸収

4.代謝・体温

5.排j世

6.内分泌

7.生殖

8.免疫

次に自律機能につい

てお話しいたします。

その中の代表的な例と

して循環機能について

お話ししてみます。循

環機能で特徴的なのは、

高齢者では血圧が高く

なることが良く言われ

ております。これは確

かに高齢者では動脈硬

化の発生率が高くなり

ますので、当然と言え

ばそれまでですが、動脈硬化がないような高

齢者でも、血圧は若いヒトに比べて高いのが

一般的です。その高くなる理由は、血管の抵

抗が動脈硬化に至らなくても高くなるのが第

一の原因ではないかと言われています。

その原因にはいくつか因子が考えられます

が、その一つに交感神経系の機能が高まると

いう特徴が上げられています。加齢に伴って

交感神経の緊張が高まるということは、ラッ

トを用いた研究で証明されています。交感神

経線維を一本一本裂いてその活動頻度を調べ

てみますと、確かに老齢ラットでは交感神経

の活動が高まっています。また、副腎髄質か

らでてくるアドレナリンやノルアドレナリン

の分泌量も加齢に伴って高くなってくること

がラットを用いた研究で証明されています。

ヒトでは、一般血中のノルアドレナリンの

濃度を測定し、確かにノルアドレナリンの量

ι 
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が加齢に伴って高くなってきておりますので

（図41）、この事実からも、ヒトで交感神経

系の緊張が高まるということが明らかです。

高齢者では血圧が高い、そのために心臓に

無理がかかってくるという特徴があるのです

が、その他に重要なことは、過度な運動をす

ると血圧が高くなりますが、高齢者では若い

ヒトに比べ、血圧の上昇の程度が大きしま

た長く続くということが良く言われています。

ですから、高齢者では過度な運動は極力避け

ることが重要ではないかと言われています。

また、島津氏らの研究によりますと、高齢

者では起立性低血圧、起立性血圧下降が著し

いということが示されています。すなわち、

立ちくらみ現象ですが、急に立ち上がったり

すると、頭がふらふらとして、めまいがして

倒れてしまう危険な状態があります。これが

高齢者で非常に起こりやすい。だから、立ち

上がる時ゆっくりと立ち上がることが大切で

す。

では、何故そのように過度な運動で血圧の

上昇が続いたり、起立性低血圧が起こったり

するのでしょうか。生体には血圧が上昇した

り低下したりすると、それを直ちに元のレベ

ルに戻す仕組みがあります。それは圧受容器

の働きによるのですが、この圧受容器の機能

が高齢者で低下します。

圧受容器は血管壁にあり、血圧を常時モニ

ターして、それを脳幹に伝え、脳幹ではその

情報を受け取って血圧を反射性に調節をする

仕組みがあります（図42）。この仕組みが加

齢と共に落ちてくるため、立ちくらみになっ

たり、あるいは運動した時に血圧が戻りにく

くて、心臓に無理がかかったり、あるいは高

血圧によって血管障害、脳血管とか心臓血管

障害が起こりやすいという特徴が出てきます。

いずれも脳を介した反射機構が減弱するため

に、循環機能も危険な状態になります。この

図に示すように圧受容器反射は加齢に伴って

低下しています（図43）。

& 

臨 1：血紫ノルアドレナリン濃度の力船変化（ヒト）
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図43：圧受容器反射の加齢変化
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図45：視覚誘発電位の潜時の加齢変化（ヒ卜）
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最後になりましたが、

感覚機能の加齢変化につ

いてお話しします。感覚

機能のどこまでが末梢の

感覚器の性質なのか、あ

るいは脳も関与するのか

については、十分に研究

が進んでおりませんが、

脳の機能を考えるには感

覚機能も知っておく必要

｜感覚機能

1.視覚

2.聴覚

3.味覚

4.曝覚

5.前庭感覚

6.体性感覚

7.内臓感覚

... 
80 

Socol, S. et al. ( 1981) El~ctroenceph. Clin. 

Neurophysiol., 51: 559 

L-....1-ー」

40 60 

年齢

20 

90c. 

0 

p 3波の潜時が加齢と共に徐々に延長するこ

とが示されています（図45）。 P3波の潜時

の延長には、網膜黄斑部から大脳皮質視覚野

に至る視覚伝導路における神経細胞の減少、

神経の萎縮などが関与すると考えられていま

す。

次に聴覚についてお話しします。聴覚は、

があります。

御存知のように高齢者で眼の調節機能も視

力も大変衰えてくることが明かです。視力は

眼から入った情報が、外側膝状体を通って後

頭葉の大脳皮質の視覚野に投射されて、視覚

を誘発します。

視覚を客観的に検査する方法に視覚誘発電

位があります。これは網膜から皮質に至る視

覚伝導路の機能を反映します。この視覚誘発

電位を高齢者で調べますと、例えば、頂点潜

時約lOOmsで誘発される大きな陽性波である

p 3成分の潜時が、成人に比べて延長します

（図44）。これは Socolらのデータですが、

& /LSI.イノルシ－ (No.38) 94.3 
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図46：聴力の加齢変化
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老人性難聴といって高周波の音が聞こえにく

くなることが良く知られていて （図46）、そ

れが蛸牛神経の細胞が減っていくことからも

（図47）、内耳に原因があると考えられます。

聴覚の情報伝達系を調べますと、耳からの情

報は大脳皮質の聴覚野に投射されまして、そ

と乙

Lebo et al. (1972) 

して音として認識されます。

客観的には聴性脳幹反応という反応が調べ

られまして、この反応も、加齢に伴って減弱

していく、すなわち必ずしも内耳だけではな

くて、脳幹でも聴覚系が障害される傾向があ

るということが証明されています。

視覚や聴覚についてお話ししましたが、そ

の他の感覚の受容器の数も加齢に伴って減少

し、脳への投射量が減少しますので、老年者

では情報量が不足する傾向があります。その

結果、高齢者に特有な心理状態も生じやすく

なります。

例えば、高音域の音が聞こえないので、他

人が何を自分に向かつて言っているか、猪疑

心が強くなってきたり、あるいは自信を無く

したりするとか、ものが良く見えにくいので、

見たり読んだりするのを諦めがちです。これ

はとりもなおさず、コミュニケーション不足

と言って良いかと思います。高齢者の高次機

能を理解するには、決してただ高次機能に関

与する大脳皮質とかあるいは記憶に関与する

海馬の研究をするのみならず、もう少し総合

的にコミュニケーションという立場から、聴

/LSI.イルシー （No.38)94.3 
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覚とか視覚の加齢変化も良く念頭にいれて、

総合的に研究していくことが大切です。

コミュニケーションの不足により、老年者

の脳への刺激量が減少すると、神経細胞は応

答する必要がなくなり、その結果シナプス数

は減少することになります。シナプスは使う

ことによってさらに機能が増強することが知

られています。この事実から、コミュニケー

ションを積極的に促すことが大切かと思いま

す。

以上、できるだけ脳というものを広い立場

から考えながら、しかし時間の都合もありま

すので、あまり深入りすることもできません

が、大まかに考えてまいりました。最初に申

しましたように脳の神経細胞は分裂・増殖す

ることができません。それで一度できた神経

細胞を生後から死ぬまで大切に使っていく運

命にあります。

ニューロンの機能を考える上で大切なこと

ですが、ニューロンそのものは生涯変化しま

せんが、ニューロンから分泌される伝達物質

は絶えず合成され、分泌され、分解されてい

ます。受容体を構成するタンパク質も絶えず

供給されています。外見は変わらない建物の

内部が常にリフォームされて素晴らしい機能

を持った家に例えることができましょう。

病的老化、すなわちアルツハイマー病で代

表されるような病気は今後その原因も解明さ

れ治療法も開発されていくと思いますが、病

気と関係なく、脳の機能を寿命のある限り、

少しでも良い状態で保っていくことが脳の機

能の老化研究の今後の重要な課題、いつまで

も続く脳研究の課題だと思います。

ニューロンの機能を維持する上で、それを

取り巻く環境、すなわちグリアとか、脳の血

流の状態などを、少しでも良く保ちながら、

神経細胞の機能を良く発揮できるようにして

いくことが、高齢者の脳機能を考える上で大

切であると思います。
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［マイネルト核を刺激すると大脳皮質の方に

血流が増えるということですが、アセチルコ

リンの量も増えるのでしょうか］

具体的な数値は覚えていませんが、何も刺激

しない状態で測定した結果と比べると、約2

倍くらいに増えます。

［血流量を増やす刺激としてウォーキングを

挙げられましたけれども、他の運動でもよろ

しいのでしょうか。また、ず‘っと長く歩いて

いるような運動をしてもその刺激が下がって

しまうのではないかという気がするのですが］

今、私の研究室では、ラットを使って研究し

ていますので、色々な動作の刺激を与えるこ

とがやりにくいものですから、今はたまたま

トレッド・ミルを使って歩かせるというウォ

ーキングの刺激を与えているんです。その結

果、先程お話しましたように必ずしも歩くた

めに重要な中枢である運動野の血流だけでな

く、脳全体の皮質の血流が増えることがわか

っています。サルぐらいになりますと色々手

を動かす動作をさせることができますので、

おそらくウォーキングに限らず手だけ動かす

ような動作をさせても血流量は増えるんでは

ないかと予想しています。

それからJil頁応の問題ですが、刺激を長くした

らどうなるかということに私達も大変興味を

持っておりました。先程お話ししましたのは、

30秒間歩かせた結果ですが、これをもう少し

長くして l分とか2分ぐらい歩かせても血流

の増加は結構順応することなく続いていきま

す。これは大変面白い現象だと思うんですが、

非常に広範囲の皮質があたかも覚醒反応を起

こすように血流が増えていることがわかって

いるんです。ヒトを用いて、計算や、指先で

物を摘む動作をさせる、あるいは物を見る、

音を聴くといった刺激を加えて、ヒトの脳の

己
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血流を測る研究が最近世界中で非常に増えて

きております。これらの研究の結果に共通し

ていることは、研究者の立場から考えると非

常に面白いところなんですが、常識では例え

ば右の手や指を動かすと左の脳の血流が増え

る、左の脳の神経細胞を使うと右の手が動く

ということになっていまして、そういう常識

に合わせるようなデータがどんどん出てくる

んです。しかし、実際にデータを見ますと、

必ずしもそうではなくて、血流量の増える領

域がもう少し広がっているのが時々見受けら

れるんです。ですから、研究者が常識を持っ

てデータを見ると時々間違えることもあるん

ですが、人差し指と親指を動かす程度の小さ

な運動ではなくて、もう少し大きな運動にな

りますと、決して運動野の血流が増えるだけ

ではなくて、もう少し脳の広範に亘って増え

るんではないかと私は予想しています。ただ、

そういう立場から、ヒトの脳の血流を調べた

研究は今のところありません。

それから、麻酔したネズミの皮膚などに刺

激を加えると、面白いことにマイネルト核の

ニューロン活動が増え、皮質に行くアセチル

コリンも増えて、その結果血流も増えます。

つまり、外からの刺激によってそのニューロ

ンを刺激することができ、その刺激が脳の血

流を増やすことにも役立つてるんじゃないか

と思います。麻酔動物では、擦るぐらいの刺

激ではあまり効果がないんですが、少し痛い

ぐらいの刺激を加えると十分効果があります。

無麻酔の状態ではどうなるか、意識下の動物

ではどういう刺激が効果的なのか、というと

ころは大変興味あるところで、私達もそうい

う研究を続けている最中です。

［加齢と共に自立神経の中の交感神経が非常

に活発になることをネズミの実験でお示しに

なられましたが、加齢と共に、刺激を受けた

時に非常に短気になるようなリアクションを

示す傾向があるように思うんです。そのこと

j丘

と交感神経と副交感神経とのバランス、つま

り交感神経優位になるということは関係ある

んでしょうか］

大変興味深い質問ですけれども、お答するの

は大変難しいんです。と言うのは、交感神経

優位になるという事実は確かにありますが、

気質と相関づけるというのは難しいんです。

ただ、高血圧のヒトに見られる気質というの

は間違いなくあります。短気と言えるかどう

かは難しいところですが、活発になるという

か常に行動派であるという気質があるんです

が、そういうことと交感神経優位と高齢者と

いうのは、何らかの相関があると思います。

動物でも、同じ年齢の動物でも非常に血圧が

高くなる動物があります。岡本先生が開発さ

れた自然発症高血圧ラット（SHR）という

種がありまして、このラットは確かに血圧は

高いし、交感神経の活動も活発で、運動量が

非常に多いと言われています。一方、筑波の

今道先生が開発された低血圧ラットは、副交

感神経優位で血圧が低く、おとなしくて運動

量も少ないんです。こうして動物でもわかる

ように行動量は交感神経優位、副交感神経優

位で差があるんです。さて高齢者で短気とど

う結びつけるかというと難しいですね。よく

高齢者では抑制が取れると言いますがそれも

わかりませN。知能と言うのは先程も言いま

したように、よく分析しますと大きく分ける

と結晶性能力と流動性能力がありまして、結

晶性能力をみると必ずしも高齢者は短気にな

っているとか抑制が無いとは言えないでしょ

うし、むしろ若い人よりもっと抑制があるで

しょう。その辺について偏見をもって考えな

いようにすることが大事です。

［感覚機能の低下のところで視覚、聴覚のお

話がありましたが、昧覚については、例えば

甘旬、辛いといった質的なもの、それから甘

さ辛さの程度について変化があるのでしょ

うか。また、味覚の刺激も先程の運動刺激と

/LSI.イルシー （No.38)94.3 
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同じ様に捉えていいんでしょうか］

味覚もまた興味ある感覚です。味覚には今の

ご質問の通り、色々な質、種類があります。

高齢者において一番問題になるのは、塩辛い

味覚が特に低下しやすいということです。感

覚というのは皮膚感覚も含めて加齢と共に低

下する傾向にあります。味覚に関しても全般

的に低下する傾向があるんですが、その中で

塩辛い味に対する感覚が特に低下しやすいん

です。そのために日常生活上塩辛い物を要求

するようになり、若い人達と暮らす時に問題

となるとよく言われます。若い人達は塩辛い

ものをなるべく避けなければならないし、高

齢者は若い時のつもりでいると非常に塩辛い

ものを食べたくなりますから、世代聞の意見

の相違が出てくると言われます。高齢者は塩

辛い物を食べないように、薄いと思うくらい

の味でちょうどいいんですよ、というような

教育が必要なのかも知れません。

味覚の加齢変化が脳にどういう影響を与える

かということですが、先程の聴覚も視覚も脳

と結びつけて考える必要があり、また結びつ

けて考えなくてはいけないと思います。味覚

の機能が障害されるということは、結局、食

欲の問題につながってくると思うんです。食

欲は脳の機能でもありますが、やはり末梢の

佐藤先生ご略歴

感覚機能と連関しておりますので、味覚が衰

え、食欲が衰えると、上質な栄養が摂れなく

なります。神経は常に部品がターンオーバー

していますから、上質な栄養を充分摂らない

と神経の機能も衰えます。従って上質なタン

パク質をはじめ上質な栄養を充分摂ることが

必要ですが、かと言って摂り過ぎる必要もな

いと言われています。

栄養というのは摂り過ぎてはいけないと言い

ますけれども摂らな過ぎてもいけないという

研究もあるんです。特に若い内は栄養を充分

摂らなくてはいけないけれども、ある時から

必要量を維持するだけの栄養を充分いいもの

を摂らなくてはいけないと言われます。それ

を決めるのは幾つかの因子がありますが、そ

の重要な因子に味覚があると思います。そう

いうつながりで味覚というものを考えていく

必要があります。これは感覚器一般について

言えます。感覚と言うと、味覚もいい例です

が、味覚は舌にある味奮の問題だと考える傾

向があります。視覚や聴覚も眼や耳の問題だ

と考えますけれども、局所の研究も大切です

が、決してこれからの老化研究は局所に限っ

て理解するのではなく、脳のシステムとして

末梢もあるんだというようにして老化を理解

して研究することが大切だ、と思っています。

所属： （財）東京都老人総合研究所副所長（自律神経研究部長兼任）

1.履歴

昭和34年

39年

41年

47年

55年

北海道大学医学部卒業

北海道大学医学部大学院（基礎医学系生理学）終了、医学博士、

北海道大学医学部助手（生理学）

米国及び西独へ留学（～47年3月迄6年間）

東京都老人総合研究所生理学部基礎第二研究室長

同研究所生理学部長
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同研究所副所長

ポーランド科学アカデミ一外国人終身会員

平成2年10月

3年 5月

4年 7月 東京都老人総合研究所ポジト口ン医学研究施設施設長および

附属診療所長を兼任

5年 8月

5年 9月

2.表彰

国際生理科学連合（IBRO）自律神経分科会会長

第17回日本基礎老化学会大会会長

平成2年10月 東京都知事表彰「マイネルト大脳基底核神経による大脳皮質の血流調節J

己

3年10月 ドイツ、マックスブランク研究賞受賞

3.所属学会（役職）

1. 日本学術会議（生理科学研究連絡委員会幹事）

2 .日本生理学会（常任幹事、研究費委員会委員長）

3. 日本神経科学学会（専門会員）

4 .日本基礎老化学会（理事）

5 .日本自律神経学会（理事・編集幹事）

6. 日本落痛学会（理事）

7.国際生理科学連合（略称IUPS) （自律神経分科会会長）

8. 国際脳研究機構（略称IBRO) （専門会員）

9 .米国神経科学会（外国人会員）

10. ニューヨーク科学アカデミ－（外国人会員）

11.国際寝痛学会（会員）

4.主な研究テーマ

1 .体性感覚刺激による自律神経・内分泌の反射性調節機構の研究

2 .自律神経及び内分泌機能の加齢変化のメカニズムの研究

3 .脳の局所血流の神経性調節に関する研究
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EBI・
今世界の各地では

Antioxidantsが疾病防止にどのように役立つか

（生化学・栄養学・薬理学の立場から）

1993年 6月30日～ 7月3日、ストックホルム

で、 ILSIEuropeが企画した”Antioxidantsand 

Disease Prevention: Biochemical, Nutritional and 

Pharmacological Aspects＂の国際シンポジウム

が開催された。その概要が”ILSI Europe 

Newsletter No. 14; 1993年10月”に掲載され、

その Abstractsも届いたので、その一部を紹介

する。また、 Antioxidantsのワークシ ョップ

が 正SI-NAにより 8月31日と 9月1日にワシ

ントンで開催された記事も”ILSI悶 WSVol. 

11, No. 5; 1993年 9/10月”に載っているので、

簡単であるが併せて紹介したい。

＜”Antioxidants and Disease Prevention: Bio-

chemical, Nutritional and Pharmacological 

Aspects”／ ILSI Europe> 

ストックホルムで行われたこのシンポジウ

ムは、 Dr.A. Malaspina ILSI会長の、 『現在で

は食事と成人病（肥満・心臓病・がん）との

関係がすでに認知され、栄養問題の争点も、

そこに興味が集中している。我々はもはや栄

養素の欠乏に起因する疾病の予防を果たし、

最良の健康状態、寿命、そしてクオリテイ・

Antioxidants 
ILSI Europe Symposium 
I LSi -NA Workshop 
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オブ・ライフの増進を目標とする段階にきつ

つあるのだ。産・官・学の科学者達の交流を

図り、相乗的効果を発揮させることがILSIの

15年来の使命である』という挨拶から始まっ

た。

初日は抗酸化性物質の基本的な機能がテー

マになり、酸化LDLが心冠状動脈硬化の原因

であって、その生成を防ぐことに関心が集ま

った。

Dr. P. Hochsteinは生体内システムを混乱さ

せるオキシダントの存在源と化学的性質につ

いてレビューし、 Dr.E. Cadenasは、プロ・オ

キシダントであるキノン類カfキノ・ンレダクタ

ーゼの作用で生体内還元物質になり得ること

を説明し、 DTーデイアフ ォラ ーゼとスーパ

ーオキシド・ディスムターゼが協調して、キ

ノン類が細胞毒性を発揮するのを抑えている

と述べた。

動脈硬化症の原因としてLDLの酸化過程が

あるのかどうかという基本的な疑問に対して、

Drs. C. Rice-Evans F. Ursini H. Esterbauer, R. 

Stockerらによってそれぞれの立場から討論さ

れた。Dr.E. Niki （二木鋭雄）は、 α一トコ

The Editorial Committee 
TETSUO HINO 
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フエロールの脂質過酸化に対するラジカル捕

捉作用の動力学を説明し、 Drs.H. Sies, N.I. 

Krinskyはカロテノイドの抗酸化作用の様態を

様々の角度から説明した。グルタチオン過酸

化酵素グループについては Dr.L. Floheが説明

し、 Dr.R. Brigelius-FloheとDr.E. Ursiniはリ

ン脂質ヒドロペルオキシド・グルタチオン過

酸化酵素と他の抗酸化性物質が生体系でどの

ような関連を持つかを討論した。

抗酸化性物質の栄養学的・生理学的側面に

ついては2日目に討論された。 P.A.Biacs教授

のpaperを代読した Dr.H.D. Daoodは、カロテ

ノイドの酸化を説明した。次いで Dr. A. 

Collinsが、酸化障害の程度を表すバイオマー

カーという重要な問題について説明した。特

にDN Aの酸化障害を取り上げ、その検知法

としては、リンパ細胞の“コメット・アッセ

イ” （単一細胞をゲル電気泳動によって琴星

状の尾を解析する）を用いた方法、尿中への

8ーヒドロキシグアニン排池量を測定してリ

ンパ細胞の突然変異発生頻度を測定する方法

が良いと強調した。レチノイドや脂肪酸によ

って修飾を受けた遺伝子の程度を調べるには、

クロフイプレートのようなペルオキシゾーム

の増殖剤を用いることが良いと Dr. J・A.

Gustafssonは推奨した。 Prof.L. Ernsterは、酸

化ストレスの減少の為にキノンレダクターゼ、

グルタチオン関係酵素、スーパーオキシド・

ディスムターゼ等の酵素による抗酸化を説明

し、 Dr.G. Dallnerはユビキノンの生合成制御

を説明して、生体内酸化を防止することに関

係ありとした。また、 Dr.S. 0汀e凶usは、酸化

ストレスが細胞内のシグナル交換に影響を及

ぼしているという問題が重要であると表明し

た。

抗酸化性物質の薬理学的作用のセッション

では、 Dr.A. Pfeiferは、食品中のポリフェノ

ール系抗酸化性物質が健康に有効であると同

時に、毒性の可能性もあることを話し、 Prof.

M. Roberfroid I立、天然あるいは合成の細胞内

i己

で生じたオキシダント捕捉物質について論じ

た。 Dr.G. Camejoは、講演中で、循環系の中

でLDLの酸化を防止するには天然に存在する

抗酸化性物質で充分であるが、動脈血管内皮

では酸化LDLが更に酸化物質となり沈着を防

止することはできないと結論づけた。しかし

これは動脈硬化を起こす前駆物質としてであ

って、抗酸化物質の更なる研究によって動脈

硬化を防止できると推定されると述べている。

Dr. J.W. DePierreは、広範囲の Xenobiotics

（生物体では異物とされるものの総称）は肝

ペルオキシゾームの増大をもたらしているが、

細胞に H202を増加させることを通じて多大

な酸化的影響を与えていると論じた。

最後のセッションではオキシダントが原因

で疾病となった疫学調査がトピックとなった。

Dr. R. Riemersmaは抗酸化性物質（ビタミン

C, E）が心冠状動脈疾患のリスクを低減し

た結果を報告し、 Prof.J. Mauronの paperを代

読した Dr.M. Horisbergerは、新しい研究によ

るとビタミンEはらい病患者に好結果を与え

るという報告をした。 Dr.G. Blockは、新鮮な

果物と野菜の摂取を増すと、異なる部位のが

ん発生を減少させることにつながると述べ、

これらの食品には抗酸化性物質が含まれ、効

果をもたらした原因であろうと言っている。

更にビタミンCが血清中で脂質酸化を防止す

る第一線となっていると強調した。 Dr.0. 

HeinonenはATBC研究班（ α一トコフエロー

ルと戸ーカロテンによって肺がんを減少させ

るフィンランドの研究グループ）の一員とし

て、この結果は間もなく発表されよう、と述

べた。

Dr. B.N. Amesは、このシンポジウムの基調

講演を行ったが、 『成人病、すなわちがん、

動脈硬化、白内障、脳障害などは酸化を起す

原因物質によることが益々はっきりしてきて、

それを防ぐビタミンC, E，カロテノイドな

どの抗酸化物質の役割が重要になってきた。

抗酸化性物質の主な供給源は果物と野菜で、

/LSI.イルシ－ (No.38) 94.3 
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これらを 5サーピング毎日摂る人は僅かしか

食べない人に較べて各種のがん発生が半分で

あるという疫学調査が出ているが、 5サーピ

ングを摂る人は全米国人の 9%に過ぎない』

と結んだ（以上の ProceedingsはILSIJAPANに

届いていますのでお問い合わせ下さい）。

くAntioxidantsワークショップ／ ILSI-NA>

8月31日と 9月1日に ILSI-NAが主催した

生理学的機能性食品部会のワークショップが

ワシントンで聞かれた。

Dr. B. Halliwellは、ある種の薬や毒物は代謝

される時に酸化ストレスが生じ、煙草を吸う

時にも同様であるが病気の原因となる。慢性

的な炎症を起こしている個所では、食細胞に

よる活性酸素種の過剰な産生は厳しい傷害起

こす。たとえばリューマチ患者の炎症を起こ

している関節部、炎症性腸炎患者の腸におい

てである。また、ひどい栄養不足の人はピタ

ミンやミネラルー銅、マンガン、亜鉛、セレ

ン、ビタミンC、リボフラピン、ビタミンE

ーが体から奪われているから抗酸化性物質に

よる防御が要求されると述べた。 Dr.B. Freiは、

酸化修飾されたLDLの粒子が動脈硬化形成過

程の第一歩となるとし、酸化LDLがマクロフ

アージに貧欲的に取り込まれ、脂質を抱えた

泡沫細胞を形成し、特徴的な動脈硬化の脂肪

層となるメカニズムをレビューした。更に、

酸化LDLは動脈壁中に単球マクロファージを

増加させ、保持し、内皮細胞やマクロファー

ジから泡沫細胞に変化した細胞に傷害を与え

る。 LDLの酸化を阻害する抗酸化性物質は動

脈硬化予防剤として利用され、プロプコール、

ブチルヒドロキシトルエン、 α一トコフェロ

ールが動脈硬化の進行を遅らせる。食品中に

含まれるピタミンE、Fーカロテン、ビタミ

ンCは、抗酸化性物質として心筋梗塞予防に

4支立っている。ホフマン＝ラ・ロシュネ土の Dr.

L. Machlinは、特に戸ーカロテンが肺がんを減

少させ、ビタミンCが胃がんを減少させてい
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る疫学調査を報告した。

FDAの Mr.M. Taylor次長は、 FDAは食品へ

の HealthClaim （健康強調表示）問題を緊急

処理事項として取り扱っていると、次の様に

述べた。

食事と健康がいかに関連しているか大衆は

関心を寄せており、科学の進歩は絶えずこれ

に対し指導的役割を果たしている。議会は

1990年に栄養表示および教育に関する法律を

制定し、実行することにより、大衆に可能性

が与えられたと認識しているが、我々（FDA)

はその実施が未だ極めて初期の段階にしか達

していないと理解している。食品表示が栄養

と健康に関して消費者教育を果たす重大な導

管の役目をなし得ると考えている。

FDAが認可した健康強調表示“第 l弾”は、

“認可が簡単なもの”であった。すなわち高

センイ、低飽和脂肪がある種のがんリスクと

心臓病リスクを軽減し、カルシウムの適量摂

取が骨粗震症リスクを低減し、低ナトリウム

が高血圧症発生率を下げるという効果を唱っ

た表示である。

しかし、健康強調表示“第2弾”の認可に

は、 FDA側にとっても食品業界側にとっても

難しい点がある。 Mr.Taylorは葉酸の例で説明

した。出産年齢の女性が葉酸を400μg／ 日摂

取すると、新生児に神経管障害が生ずる危険

性が低減することを示す疫学調査の結果を引

用した。神経管障害の発症は、全米で年間2,

500例に過ぎないが、重篤な障害であり、若い

女性は葉酸を充分量摂取しなければならない。

また、高齢者に 1,000μ g ／日以上の葉酸を与

えると、有害な貧血症（perniciousanemia）の

症状が収まる。

葉酸は、健康強調表示“第2弾”に挙げられ

た栄養素が抱えるジレンマを象徴する例であ

る。すなわち、 “第 1弾”で認可された栄養

素よりも恩恵を被る人の数が少なく、科学的

根拠に薄いものの、逆に明らかになりつつあ

る科学的根拠は多く、効果のみならずリスク

と乙
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も考慮にいれなければならない、というわけ

である。

しかし、 FDAは葉酸の健康強調表示を認可

する計画であり、現在、どの食品に葉酸を強

化したらよいかを検討中である、と附.Tay-

lorは述べた（FDAは、 folicacid enrichment 

guidelinesを 1993年10月8日に発行したと報

ぜ、られている）。

そして将来の食品表示の基本原則は次のよ

うに考えていると説明した。

．健康強調表示は科学的に普遍妥当性がなけ

ればならず、消費者は食品ラベルに書いてあ

る情報を信用しなければならない。

＠リスクについても利益と同程度に算出しな

ければならない。

．科学のコミュニティーでは、広い範囲で健

康強調表示を作り出すことに協力しなければ

ならない。表示について大衆から説明が求め

られるからである。

．科学的な確証が認められたら、 FDAはすぐ

に健康強調表示を法的を公布できる準備をし

なければならない。

聴衆からの質問、 「これから健康強調表示

に取り入れられる科学的に了承されるであろ

う成分は何であるかjに対しては Taylorは簡

単には答えず、未だはっきりしていないと述

べ、科学者達との対話に基づいて判断する。

FDAは手斗学によって力を得ることもあるし、

賛成を強制されることもあると結んだ。 FDA

が現在抗酸化性物質に対して健康強調表示に

入れる許可を準備していることは表明しなか

った。 11月に行われる予定のNAS(National 

Academy of Science）の会合で、 CDCやNIH

(National Institute of Health）の科学者達と抗

酸化性物質のがんや心臓病に対する効果を実

証してもらうことを相談すると述べたに留ま

った。

（健康強調表示に対して多くの科学者達が支

持することに複雑な考えを持ち、規則につい

ても不明確なところがあって、”ILSINEWS 

とと

1993年 9/10月”に「ソクラテス対話」で議

論された内容が載っているが、ここでは割愛

した）

日 野 哲 雄
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会員の異動

退会 （敬称略）

j艮会年月日 組 織 名

1993.12.31 キューピー（株）

1993.12.31 三井東圧化学（株）

「ILS I・イルシ－J 37号の記事の一部に誤りがありましたので正誤表を下記

致します。おわびして訂正致します。

訂正箇所 正誤及び訂正

6p 写真キャプション 第~回→第_2__回

16p 図2 直皮傷害→直皮傷害

17p 右行13段目 変異原生プラス→変異原監プラス

19p 左行1段目 削除

38p 右行29段目 主竺フィット→竺主フィット

新旧の社名が反対
67p 社名変更 新：マルハ（株｝、ハウス食品（株）

旧：大洋漁業（株）、ハウス食品工業（株）

/LSI.イノbシ－ (No.31.り94.3 と乙
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日本国際生命科学協会活動日誌
(1993年11月1日～1994年 1月31日）

11月1日 ILSI本部会長と打合せ 於： AN Aホテル
ILSI本部会長Dr.Alex Malaspinaの来日を機に、同氏とILSIJAPAN正・副会
長、事務局による打合せ。

11月2日安全性研究委員会 於： ILSI JAPAN 
賞味期聞が1年以上の食品を対象として検討を行うサプグループ（岡見リ
ーダー）により、前回に引き続き対象食品の品質特性、品質特性の劣化、
品質特性の測定方法等について検討。

11月4日 栄養と工イジング研究委員会 於：日本コカ・コーラ
第2回「栄養とエイジングj国際会議の方向性に関する検討及ぴ研究課題
別の小委員会の設置、その活動計画の検討。

11月9日広報委員会 於： ILSI JAPAN 
今後における広報活動計画及びExecutiveNews発行についての検討。

11月10日油指の栄養研究委員会 於： ILSI JAPAN 
パーム油系油脂の栄養に関する各委員担当項目について研究、調査結果の
報告に基づく意見交換、及び研究、調査結果報告書のとりまとめの検討。

11月17日編集委員会 於： ILSI JAPAN 
「ILS I・イルシー」 37号の発行予定、バイオテクノロジ一応用食品国

際シンポジウム国際会議の特集、その他掲載内容についての検討。

11月17日 プロシーデイング委員会 於： ILSI JAPAN 
バイオテクノロジ一応用食品国際シンポジウムの講演録作成に関し、作成
担当委員による編集作業。

11月17日安全性研究委員会 於：味の素
委員長及ぴ賞味期間別に設置した3小委員会のリーダーによる意見交換。

11月17日油指の栄養研究委員会 於：マルハ
魚介類脂質の栄養に関する研究、調査報告書作成のための目次案に従い、
執筆担当委員より分担項目についての報告ならびに意見交換。

11月24日油脂の栄養研究委員会 於： ILSI JAPAN 
畜産脂質及びモノ不飽和脂肪酸の栄養的意義についての検討、及び研究、
調査報告書についての執筆分担項目の取り決め。

1 i月26日 栄養と工イジング研究委員会 於： ILSI JAPAN 
食生活を対象として検討のため設置された小委員会において関係文献の調
査及び今後の活動計画について検討。

11月30日安全性研究委員会 於： ILSI JAPAN 
賞味期間2週間未満の食品を対象として検討を行うサブグループ（浅居リ
ーダー）により、前回に引き続き対象食品の品質特性等について検討。
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11月30日安全性研究委員会 於：味の素
賞味期間がl年以上の食品を対象として検討を行うサプグループ（岡見リー
ダー）により、前回に引き続き対象食品の品質特性等について検討。

12月1日編集 委員会 於： ILSI JAPAN 
「ILSI・ イルシーJ37号の最終校正作業。

12月1日 プ口シーディング委員会 P 於： ILSI JAPAN 
バイオテクノロジ一応用食品国際シンポジウムのプロシーデイング作成担当
委員による編集会議。

12月3日 栄養と工イジング研究委員会 於：昭和女子大学
生理機能を検討するため設置された小委員会において、関係文献の調査検討。

12月8日 栄養と工イジング研究委員会 於：昭和女子大学
心理／社会面を検討するため設置された小委員会において、食習慣、食行動
に関する検討、海外関係文献調査及び今後の活動計画の検討。

12月15日 栄養と工イジング研究委員会 於：食の文化センター
食生活、生理機能及び心理／社会の各小委員会合同の全体委員会を開催、各
小委員会の報告及び意見交換、ならびに第2回栄養とエイジング国際会議の
テーマと口演者の選定に関する検討。

12月16日 プ口シーディング委員会 於： ILSI JAPAN 
バイオテクノロジ一応用食品国際シンポジウムのプロシーデイング作成担当
委員による編集会議。

12月17日広報委員会 於： ILSI JAPAN 
Executive News発行の目的、内容等に関する検討及び広報委員会の体質強化策
等の検討。

12月18日 プロシーディング委員会 於： ILSI JAPAN 
バイオテクノロジ一応用食品国際シンポジウムのプロシーデイング作成担当
委員による編集会議。

12月27日安全性研究委員会 於： ILSI JAPAN 

1 9 9 4年

賞味期間 2週間未満の食品を対象として検討を行うサブグループにより、前
回に引き続き対象食品について検討。

1月7日 ILSI本部総会出席者打合会議 於： ILSI JAPAN 
1月21日～27日パハマにおいて開催されるILSI本部総会出席者による連絡、
打合せ。

1月11日 プ口シーディング委員会 於： ILSI JAPAN 
バイオテクノロジ一応用食品国際シンポジウムのプロシーデイング作成担当
委員による編集会議。
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編集委員会 於： ILSI JAPAN 
[IL S I・イルシ－J 38号及び39号の発行予定、掲載内容の検討。

ILSI本部総会に出席
1月21日より 28日までパハマにおいて開催されたILSI本部 Annual
Meetingに、 ILSIJAPANから木村副会長を代表として10名参加し、 Branch
Meeting, Board of Trustees, FAOパ~HOCoordinating Committee, Scientific Pro-
gram等に出席し、報告、討議ならびに情報交換を行った。

プ口シーディング委員会 於： ILSI JAPAN 
前回に引き続き、バイオテクノロジ一応用食品国際シンポジウムのプロシー
デイング編集会議。

広報委員会 於：日本コカ・コーラ
Executive Newsの発行、内容等についての検討。

RECORD OF ILSI JAPAN ACTIVITIES 
November 1, 1993 through January 31, 1994 

November 1 
Discussion with Dr. Malaspina, the President of ILSI at ANA Hotel 
Participants: Dr. Malaspina, President, Vice Presidents and Secretariat of ILSI Japan 

November2 
Research Committee on Safety, at ILSI Jap如：

The group (leader Mr. Ogami) working on date labeling for products with longer "best 
before date”than 1 year, reviewed the quality characteristics, the determination method 
and deterioration of these characteristics etc. in such products. 

November4 
Research Committee on Nutrition and Aging, at Coca-Cola Japan: 

Direction of the 2nd International conference on Nutrition and Aging, establishment of 
subcommittee on individual research subjects, and activity programs were discussed. 

November9 
PR Committee at ILSI Japan: 

Future activity programs and publication of the Executive News were reviewed. 

November 10 
Research Committee on Nutrition in Fats and Oils, atILSI Japan: 

Re~u~ts of the resear~h and investig~tion on specific訂easreported by mem~rs of血e
individual subcommittee on palm oils were reviewed and assignments for writing parts of 
the final repo口weredecided. 

November 17 

己

Editorial Committee, at ILSI Japan: 
Contents of ”ILSI" No. 37, a special issue on "International Symposium on Foods 
Produced by New Biotechnology" were reviewed. 

/LSI.イルシー （No.38)94.3 



81；布ぢ己記ce-&-2函 ：－／）／i/QJ-B.r&_

Proceedings Committee for "International Symposium on Foods Produced by 
New Biotechnology", at ILSI Japan: 

Editorial work on the proceedings of the above symposium. 

Research Committee on Safety, at Ajinomoto: 
Comments on the ”best before date”labeling categorized by product life were presented by 
subgroup leaders in charge of the specific categories. 

Research Committee on Nutrition in Fats and Oils, at M訂uha:
Based on the planned contents of the Research and Investigation Report on Lipids in Fish 
and Shellfish, comments on specific areぉ werepresented by members in charge of each 
subject and discussed. 

November24 
Research Committee on Nutrition in Fats and Oils, at ILSI Japan: 

Nutritional significance of livestock lipids and mono-unsa加ratedfatty acids was discussed. 
Writing sections of the report was assigned to individual members. 

November26 
Research Committee on Nutrition and Aging, at ILSI Japan: 

In the subcommittee orga凶zedto study dietary habits, a program for literature survey and 
future activities was reviewed. 

November30 
Research Committee on Safety, at ILSI Japan: 

Quality characteristics of products with a”best before date”of less than 2 weeks and that of 
those with, more由加 1year were discussed by the subgroup in ch訂 geof such products. 

December 1 
Editorial Committee, at ILSI Japan: 

Final proofreading of "ILSI" No. 37 

Proceedings Committee for "International Symposium on Foods Produced by New 
Biotechnology”，at ILSI Japan: 

Editorial work on the proceedings of the biotechnology symposium. 

December 3 
Research Committee on Nutrition and Aging, at Showa Women's University: 

The subcommittee organized to study physiological functions reviewed the literature survey 
program. 

December 8 
Research Committee on Nutrition and Aging, at Showa Women’s University: 

The subcommittee orga凶zedto study physiological/social aspects discussed programs to 
study dietary habit and behaviors, and to survey overseas literatures and also discussed 
future activities. 

December 15 
Research Committee on Nutrition and Aging, at the Dietary Culture Center of Ajinomoto: 

A joint meeting of subcommittees was held to exchange views and discuss selection of 
subjects and speakers at the 2nd International Conference. 
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December 16 
針。ceedingsCommittee for "International Symposium on Foods Produced by New 
Biotechnology", at ILSI Japan: 

Editorial work on the proceedings of the biotechnology symposium. 

December 17 
PR Committee, at ILSI Japan: 

Thepu叩ose,contents etc. of issues of Executive News, and plans for streng出ening由e
org加 izationwere discussed. 

December 18 
Proceedings Committee for "International Symposium on Foods Produced by New 
Bio記chnology",at ILSI Jap如：

Editorial work on the proceedings of the biotechnology symposium. 

December27 
Research Committee on Safety, at ILSI Japan: 

Labeling for products with a ”best before date" of less than 2 weeks was discussed by the 
subgroup in charge of such products. 

1994 

January 7 
A meeting by Japanese participants in由eILSI annual meeting to be held in the Bahamas 
from January 21to27 was held at ILSI Japan. 

January 11 
Proceedings Committee for "International Symposium on Foods Produced by New 
Biotechnology", at ILSI Jap加：

Editorial work on the proceedings of the biotechnology symposium. 

January 12 
Editorial Committee, at ILSI Japan: 

Contents of ”ILSI" issues No. 38 and 39, and schedules for the editorial work were 
reviewed. 

January 21・28
A mission consisting of 10 ILSI Japan members represented by Dr. Kimura (Vice President 
of ILSI Japan) participated in the 1994 Annual Meeting of ILSI in Bahamas. They attended 
the Branch Meeting, Board of Trustees, FAOハWHOCoordinating Committee, Scientific 
Program etc., and reported the activity of ILSI Japan, discussed various topics and exchanged 
information. 

January 25 

と乙

Proceedings Committee for "International Symposium on Foods Produced by New 
Biotechnology”， at ILSI Jap組：

Editorial work on the proceedings of the biotechnology symposium. 

PR Committee, at Coca-Cola Japan: 
Issuance of the Executive News and its contents were reviewed. 

/LSI.イルシー （N1。.38)94.3 
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ILSI JAPAN 出版物

（在庫切れのものもございますので、在庫状況、値段等は事務局にお問い合わせ下さい）

＊印：在庫切れ

New’94年度出版物及び出版予定

．定期刊行物
lLS I・イルシー

No. 38 特集本部総会報告、脳の生理機能と老化について

栄巷学レピュー

第2巻

第2号強制栄養表示（FDA）、成長に対するカルシウム必要量、

食物繊維と大腸癌の危険性との関係、 ［百歳長寿者調査j結果

tく出版予定＞

；・国際会議講演録
「バイオテクノロジ一応用食品国際シンポジウムj講演録

OILSI JAPA N機関誌

（食品とライフサイエンス）

No. 1 特集発会にあたって、栄養専門家会議、骨代謝とミネラル ＊ 

No. 2 特集最近における癌研究、食品添加物の最近の考え方 ＊ 

No. 3 特集食塩の摂取について、ミネラル代謝 ＊ 

No. 4 特集 日本の塩の需要供給の現状 ＊ 

No. 5 特集 IL S Iの動向

No. 6 特集砂糖をめぐる健康問題、 ILS I概要

No. 7 特集 「食品添加物摂取量調査JWG報告

No. 8 特集 「食塩jWG報告

No. 9 特集 「骨代謝とミネラルjWG報告

No.10 特集 「砂糖」 WG報告

No. 11 特集健康食品、日米の比較

No.12 特集安全性評価国際シンポジウム（ 1 ) 

No. 13 特集安全性評価国際シンポジウム（ 2) 

No. 14 特集安全性評価国際シンポジウム（ 3) 

No.15 特集食用油脂成分の栄養性と安全性

’LSI.イJレシー （No.38)94.3 ι 
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No. 16 特 集 創 立5周年を迎えて

No. 17 特集食事と健康国際シンポジウム

No. 18 特集食事と健康シンポジウム（ 1 ) 

No. 19 特集食事と健康シンポジウム（ 2 ) 

No. 20 特集動物実験の現状と問題点

No. 21 特集食用油脂と脳卒中虚血性心疾患

No. 22 特集栄養とフィットネス

No. 23 特集新技術利用発酵食品の基礎と社会的評価

No. 24,25 特集 I L S I JAPAN7周年記念フォーラム

No. 26 特集 食品の安全、ダイエタリーファイパー、機能性食品

No. 27 特集 イシューマネジメントと ILS I 

バイオテクノロジーに関する規制の国際動向

No. 28 特集食餌制限と加令、米国における健康・栄養政策

No. 29 特 集 創 立10周年記念特別号

No. 30 特集第l回国際会議「栄養とエイジングJ

(ILSI ・イルシー）

No. 31 特集新会長就任挨拶、栄養とエイジング研究の方向性

No. 32 特集

No. 33 特集

No. 34 特集

No. 35 特集

No. 36 特集

No. 37 特集

No. 38 特集

エイジング研究とクオリテイ・オブ・ライフ

委員会活動報告

化学物質の安全性評価、 「エイジングと栄養」公開研究集会

魚介類油脂の栄養、委員会活動報告

エイジングと脳の活性化、 「毒d'11:学の将来への展望」シンポジウム

エイジングのメカニズムについて、委員会活動報告

「バイオテクノロジ一応用食品国際シンポジウムj

本部総会報告、脳の生理機能と老化について

0ワーキング・グループ報告シリーズ

No. 1 「食品添加物の摂取量調査と問題点」

No. 2 「子供の骨折についての一考察j

No. 3 「食生活における食塩のあり方（栄養バランスと食塩摂取） J 
No. 4 「砂糖と健康j

No. 5 「食と健康J
No. 6 「日本人の栄養」

No. 7 「油脂の栄養と健康j

0国際会議講演録

「安全性評価国際シンポジウム講演録J
「バイオテクノロジ一国際セミナー講演録」 ＊ 

第1回国際会議「栄養とエイジングj講演録

己 /LSI.イルシー （Ni。38)94.3 
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OILS Iライフサイエンス シリーズ

No. 1 「毒性試験における細胞培養」 (U.モーア）

No. 2 「Ec Cにおける食品法規の調和J(G. J.ファンエシュ） ＊ 

No. 3 「ADIJ (R. ウォーカー）

No. 4 「骨粗怒症J(B. E. C. ノールデイン、 A. G.ニード）

No. 5 「食事と血柴脂質パターンj (A. ボナノーム、 S.M. グランディ）

0最新栄養学（第5版）

O最新栄養学（第6版）

”Present Knowledge出Nutrition,Vol.5及びVol.6の邦訳本が、 （株）建吊杜から市販。

0バイオテクノロジーと食品 （株）建吊杜から市販。

0FAO/WHOレポート「バイオ食品の安全性J（株）建吊社から市販。

0栄養学レビュー（NutritionReviews日本語版）

（株）建吊社から市販。 （季刊）

第 1巻

第1号脳神経化学と三大栄養素の選択、栄養政策としての食品表示、

日本人の栄養と健康他

第2号高齢者のエネルギー需要、食餌性脂肪と血中脂肪、長寿者の食

生活の実態と動向他

第3号運動と徐脂肪体重、魚油はどのようにして血築トリグリセリド

を低下させるのか、セロトニン仮説の信恵J性他

第4号高脂肪食品に対する子供たちの晴好、加齢と栄養

第2巻

発癌の阻止剤および細胞一細胞間コミュニケーションの誘発剤と

してのレチノイド、カロチノイドの機能

第1号食品中の脂質酸化生成物と動脈硬化症の発生、栄養に関する世

界宣言、食物繊維と結腸癌一これまでの証拠で予防政策を正当

化できるか、食品の健康強調表示について確定したFD Aの規

則、日本人のコメ消費とごはん食を考える

第2号強制栄養表示（FDA）、成長に対するカルシウム必要量、

食物繊維と大腸癌の危険性との関係、 「百歳長寿者調査j結果

/LSI.イノルシ－ (No.3~り 94.3 己
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日本国際生命科学協会会員名簿
[1994年3月1日現在］

会長 角田俊直 味の素（株）常任顧問 03-5250・8304
104 東京都中央区京橋1-15-1

副会長 粟飯原景昭 大妻女子大学教授 03・5275-6074
102 東京都千代田区二番町 12 

// 木村 修 一 昭和女子大学教授 03-3411-5111 
154 東京都世田谷区太子堂 1ー7-57

’シ 小西陽一 奈良県立医科大学教授 07442・2・3051
634 奈良県橿原市四条町84 0 

ク 十河幸夫 雪印乳業（株）技術顧問 06-397-2014 
532 大阪府大阪市淀川区宮原 5-2-3

今 戸 上 貴 司 日本コカ・コーラ（株）取締役上級副社長 03-5466-8287 
150 東京都渋谷区渋谷4-6ー3

本部理事林 裕造 国立衛生試験所安全性生物試験研究センター長 03-3700-1141 
158 世田谷区上用賀 1ー 18ー1

// 杉田芳 久 味の素（株）理事 03-5250-8184 
104 東京都中央区京橋1-15ーl

監事 印藤元一 高砂香料工業（株）顧問 03-3442-1211 
108 東京都港区高輪3-19-22

再， 青木真一郎 青木事務所 0422-55-0432 
180 東京都武蔵野市中町2-6-4

顧問 森 実 孝 郎 （財）食品産業センタ一理事長 03-3716-2101 
153 東京都目黒区上目黒 3-6-18 TYピル

2》 石田 朗 前（財）食品産業センタ一理事長 03-3445-4399 
108 東京都港区高輪lー5ー33-514

己 /LSI.イJレシ－ (No.38) 94.3 
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[ 33号より会社名アイウエオ順

理事 安田 t三妄g主 旭電化工業（株）理事研究企画部長 03-3892-2111 
116 東京都荒川区東尾久8-4ーl

// 新村正純 味の素ゼネラルフーヅ（株）取締役研究所長 0593・82-3186
513 二重県鈴鹿市南玉垣町6410

イシ 高木 紀 子 （株）アルソア央粧アルソア総合研究所 次長 03-3499-3681 
150 東京都渋谷区東2ー26-16

渋谷HAN Aピル

。 鈴木嘉之 エーザイ（株）食品化学事業部長 03-3817-3781 
112・88 東京都文京区小石川 5-5ー5

今 岡本悠紀 小川香料（株）取締役プレーパー開発研究所長 03-3900・0155 
115 東京都北区赤羽西6ー32-9

今 早川 和 雄 鐘淵化学工業（株）取締役食品事業部長 06・226・5240
530 大阪府大阪市北区中之島3ー2-4

。 平原恒男 カルピス食品工業（株）常務取締役 03-3713-2151 
150 東京都渋谷区恵比寿南2-4-1

。 斎藤 成 正 キッコーマン（株）研究本部研究推進室長 0471-23-5515 
278 千葉県野田市野田 39 9 

。 寺西 百ム 協和発酵工業（株）取締役
酒類食品企画開発センター長 03”3282“0078 
100 東京都千代田区大手町 1-6-1大手町ピル

。 森 本圭一 キリンビール（株）取締役 03-5485-6190 
研究開発本部副本部長
150 東京都渋谷区神宮前6-26-1

。 本野 盈 クノール食品（株）取締役商品開発研究所長 044”811-3117 
213 神奈川県川崎市高津区下野毛2-12-1

。 入江義人 三栄源エフ・エフ・アイ（株）理事学術部長 06酬 333-0521
561 大阪府豊中市三和町 1-1-11

。 河野文雄 一共（株）特品開発部長 03-3562-0411 
104 東京都中央区銀座2ー7-1 2 

。 渡辺 1孟 サンスター（株）専務取締役 0726・82・7970
569 大阪府高槻市朝日町3-1

。 東 直樹 サントリー（株）研究企画部長 03-5276-5071 
102 東京都千代田区紀尾井町4・1

ニューオータニガーデンコート 9F

。 渡辺睦人 昭和産業（株）技術部製油技師長 03-3293-7754 
101 東京都千代田区内神田 2ー2-1

/LSI.イJ／；シー （No.38)94.3 IE. 
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理事 片岡 達 昭和電工（株）理事品質保証部長 03-5470-3591 
105 東京都港区芝大門 1-13-9

/,< 宮垣充弘 白鳥製薬（株）常務取締役 043-242-7631 
261 千葉県千葉市美浜区新港54 

今 萩原耕作 仙波糖化工業（株）取締役会長 02858・2・2171
321-43 栃木県真岡市並木町2ー 1-10

。 福岡文＝ （株）創健社社長 045-491-0040 
221 神奈川県横浜市神奈川区片倉町 72 4 

イ少 成富 正温 大正製薬（株）取締役企画部長 03四 3985・1111
171 東京都豊島区高田 3ー24ー 1

砂 柴田 征 ー 大日本製薬（株）食品化成品部市場開発部部長 06-203-5319 
541 大阪府大阪市中央区道修町2-6-8

/,< 山 崎 義 文 太陽化学（株）代表取締役副社長 0593-52-2555 
510 二重県四日市市赤堀新町9-5

/,< 小林茂夫 大和製纏（株）常務取締役 03-3272-0561 
103 東京都中央区日本橋2-1-10

命 石田幸久 武田薬品工業（株）ヘルスケア事業部
商品企画部長 03-3278-2450 
103 東京都中央区日本橋2-12-10

。 伊藤 博 田辺製薬（株）研究統括センタ一所長 06-300”2746 
532 大阪府大阪市淀川区加島 3-16-89

/,< 原 健 帝人（株）医薬企画部長 03-3506-4529 
100 東京都千代田区内幸町2ー 1-1 

/,< 金井 晃 東ソー（株）東京研究センタ一生物工学研究所長 0467-77-2211 
252 神奈川県綾瀬市早川 2743-1

’h 石川 宏 （株）ニチレイ取締役総合研究所所長 0423-91・1100
189 東京都東村山市久米川町 1-52-14

’h 越智宏倫 日研フード（株）代表取締役社長 0538-49-0122 
437・01 静岡県袋井市春岡 72 3ー l

/,< 長尾精一 日清製粉（株）理事製粉研究所長 0492-67-3910 
356 埼玉県入間郡大井町鶴ヶ岡 5ー3-1

/,< 神田 洋 日清製油（株）取締役研究所長 045-461・0181
221 神奈川県横浜市神奈川区千若町 1-3

ゐ 神 伸明 日本ケロッグ（株）代表取締役社長 03-3805-8101 
116 東京都荒川区西日暮里2・26-2

日暮里UCピル5階
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-.13.rj布ぢe.re--nce一＆-2uaJ)/i/Qf --B.r/e 

理事 岡田 実 日本食品化工（株）研究所長 0545-53-5964 
417 静岡県富士市田島30 

，， 秦 邦男 日本製紙（株）専務取締役研究開発本部長 03-3218-8885 
100 東京都千代田区丸の内 1-4ー5

，， 田中健次 日本ペプシコ社技術部長 03-3584-7343 

107 東京都港区赤坂1・9・20第 16興和ピル

今 山根精一郎 日本モンサント（株） 03・3287・0234
アグロサイエンス事業部バイオテクノロジ一部部長

100 東京都千代田区丸の内3-1-1国際ピル5階

E》 藤原和彦 日本リーパB.V. 03-3499-6061 
テクノロジーグループマネージャー

150 東京都渋谷区渋谷2-22・3渋谷東口ピル

か 末木 一 夫 日本ロシュ（株）化学品本部 03-5470-1702 
ヒューマンニュートリッション部学術課長

105 東京都港区新橋6-17・19新御成門ピル

。 藤井 高 任 ネッスル日本（株）学術部長 03-3432-8269 
106 東京都港区麻布台2-4ー5

,,, 杉津 公 ハウス食品（株）常務取締役 06-788圃 1231

577 大阪府東大阪市御厨栄町 1ー5ー7

イシ 秋山 孝 長谷川香料（株）理事 03-3241-1151 
103 東京都中央区日本橋本町4-4-14

命 笹山 堅 ファイザー（株）代表取締役社長 03-3503-0441 
105 東京都港区虎ノ門 2-3-22第一秋山ピル

。 森田 雄 平 不二製油（株）つくば研究開発センター長 0297・52四 6321
300-24 茨城県筑波郡谷和原村絹の台4-3

今 山内 久 実 （株）ボゾリサーチセンター取締役社長 03-3327-2111 
156 東京都世田谷区羽根木1ふ 11ボゾリサーチピル

。 新保喜久雄 （株）ホーネンコーポレーション食品開発研究所長 0543・54-1584
424 静岡県清水市新港町2

。 野中道夫 マルハ（株）顧問 03-3216-0208 

100 東京都千代田区大手町 1ー1ー2

。 河瀬 伸 行 ニ菱化成食品（株）生産企画部長 03-3542向 6490

104 東京都中央区銀座5-13・3いちかわピル8F

。 吉川 宏 二菱商事（株）食料開発部ヘルス7-J,・fームリーグー 03・3210-6415
100 東京都千代田区丸の内 2-6ー3

’ー
二木勝善 ミヨシ油脂（株）常務取締役 03・3603・1111

124 東京都葛飾区堀切 4-66ーl
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理事 桑田 有 明治乳業（株）中央研究所技術開発部部長 0423-91-2955 
189 東京都東村山市栄町 1-21-3

今 荒木ー晴 森永乳業（株）研究情報センター食品総合研究所
分析センタ一室長 0462-52-3080 
228 神奈川県座間市東原 5ー 1-8 3 

命 郷木達雄 （株）ヤクルト本社中央研究所研究管理部副主席
研究員 0425・77-8961
186 東京都国立市谷保17 9 6 

今 山崎晶男 山崎製パン（株）常務取締役 03-3864・3011
101 東京都千代田区岩本町3-2-4

今 林 利樹 山之内製薬（株）健康科学研究所長 03-3244-3384 
103 東京都中央区日本橋本町2-3ー11 

今 神田豊輝 ライオン（株）食品研究所長 03-3621-6461 
130 東京都墨田区本所1-3ー7

。 曾根 博 理研ピタミン（株）代表取締役社長 03-5275-5111 
101 東京都千代田区三崎町2・9・18(TDCピル）

。 田所洋三 リノール油脂（株）専務取締役名古屋工場長 052-611-4114 
455 愛知県名古屋市港区潮見町37-15

// 小林勝利 （株）ロッテ 中央研究所常務取締役所長 048-861-1551 
336 埼玉県浦和市沼影3ー1-1 

事務局長 桐村二郎 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

事務局次長福冨文武 日本コカ・コーラ（株）学術調査マネージャー 03-5466-6715 

事務局次長麓 大二 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

事務局員 池畑敏江 日本国際生命科学協会 03-3318・9663

今 斎 藤 恵 里 日本国際生命科学協会 03-3318・9663

，砂 大沢満里子 日本国際生命科学協会 03-3318・9663
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編集後記

1卯4年1月21日から28日までパハマで開催されたIL.Sf:本部総会には木村副会長を代

表とする10名の方々が参加されました。帰国から本号出版までの期聞が短かったにも

かかわらず、執筆者のご協力により、 11.SIJAP州議官会に何とか間に合いました。本号

巻頭には木村副会長から総会ご出席の感想や会議での活動についてのご執筆を頂きま

したほか、出席された方々によるそれぞれのセッションの報告を掲載させて頂きまし

た。

「ILS I・イルシーjでは、山UAPANの関係する主要な国際会議の報告や講演録

の紹介をして参りましたがよその他に「今世界の各地ではjという欄を設けて、日本

国外での主要な11.SIの活動や科学的な情報を紹介しております。 11.SIの特徴である国

際性をさらに活かして行くためにも、日IJAPANの情報の発信源としての役割を強化

していく必要があるのではないかと考えております。そのため「今世界の各地では」

の範囲をさらに拡大し、 ILSIJAPANの主要な活動や講演の報告、さらに11.SIにとって

重要な、例えは国心のある学会における注目すべき発表などの日本国内の情報を英文

で紹介することを計画しております。さしあたって38号には講演の抄録と活動報告の

英文記事を掲載いたしました。まだまだ多くの検討課題がありますが、 「ILSI・ 

イルシーJが各国の11.SIへの情報提供の役割を果たせるようになれば幸いです。皆様

のご意見とご協力をお願いします。

(S.A) 
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